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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は2001年9月から2006年8月までの間、サウジアラビア・日本自動

車高等技術研修所（SJAHI）において、サウジアラビア人の自動車整備技師を自動車産業界へ

輩出することを目的とした「サウジアラビア王国自動車技術高等研修所計画プロジェクト」（フ

ェーズＩ）を実施しました。その後、フェーズＩプロジェクトの終了時に残された学校運営面

及び試験・評価制度面での課題に対応することを目的としたフェーズⅡプロジェクトを、2006

年9月から協力期間3年間で実施中であり、SJAHIの自立に向けた協力を展開してきました。  

今回、プロジェクトの終了まで半年を残すのみとなったことから、終了時評価調査を実施し

ました。今回調査では、これまでの活動の進捗を整理し、プロジェクト目標等の達成状況を確

認したうえで、残りの期間における活動の方向性の検討、及びプロジェクト終了後の自立発展

性の確保に向けた提言等を取りまとめることを目的としました。  

本報告書は、同調査の協議結果等を取りまとめたものです。プロジェクトの実施、及び調査

団派遣にご協力頂いた日本・サウジアラビア王国双方の関係各位に深くお礼を申し上げ、今後

も引き続き最大限のご支援を頂けるようお願いする次第です。  

 

平成21年5月  

 

独立行政法人国際協力機構 

産業開発部長 新井 博之 
 



 

目     次 
 

序 文 

目 次 

地 図 

写 真 

略語表 

評価調査結果要約表 

 

第１章 終了時評価調査団の派遣 ................................................................................................ 1 
１－１ 派遣経緯 ...................................................................................................................... 1 
１－２ 派遣目的 ...................................................................................................................... 1 
１－３ 調査団員構成............................................................................................................... 2 
１－４ 調査期間 ...................................................................................................................... 2 
１－５ 訪問先及び主要面会者 ................................................................................................ 4 
１－６ 調査結果要約............................................................................................................... 5 

 
第２章 評価の手法 ...................................................................................................................... 7 
２－１ 評価の手法 .................................................................................................................. 7 
２－２ 評価設問（評価グリッド） ........................................................................................ 8 

 
第３章 プロジェクトの実績 ..................................................................................................... 10 
３－１ 投入実績 .................................................................................................................... 10 
３－１－１ 日本側投入 ..................................................................................................... 10 
３－１－２ サウジアラビア側投入 ................................................................................... 10 

３－２ プロジェクトの実績 ................................................................................................. 11 
３－２－１ 成果の達成状況 .............................................................................................. 11 
３－２－２ プロジェクト目標の達成状況 ........................................................................ 13 
３－２－３ 上位目標の達成見込み ................................................................................... 15 

３－３ 実施プロセスにおける特記事項 ............................................................................... 15 
 
第４章 評価結果 ........................................................................................................................ 17 
４－１ 評価5項目に基づく調査結果..................................................................................... 17 
４－１－１ 妥当性............................................................................................................. 17 
４－１－２ 有効性............................................................................................................. 18 
４－１－３ 効率性............................................................................................................. 19 
４－１－４ インパクト ..................................................................................................... 19 
４－１－５ 自立発展性 ..................................................................................................... 20 

４－２ 結 論 ........................................................................................................................ 22 



 

第５章 提言と教訓 .................................................................................................................... 23 
５－１ 提 言 ........................................................................................................................ 23 
５－２ 教 訓 ........................................................................................................................ 24 

 
第６章 調査団所見 .................................................................................................................... 25 
６－１ 団長所見 .................................................................................................................... 25 
６－２ 技術団員所見............................................................................................................. 27 
６－２－１ 技術協力行政 ................................................................................................. 27 
６－２－２ 自動車産業政策 .............................................................................................. 27 
６－２－３ 学校運営 ......................................................................................................... 28 
６－２－４ 試験・評価 ..................................................................................................... 29 

 

付属資料  
１．ミニッツ ........................................................................................................................... 33 
２．合同評価報告書 ................................................................................................................ 35 
３．評価グリッド結果表 ......................................................................................................... 73 
４．質問票調査・面接調査結果 .............................................................................................. 81 



 

出典：© The Economist Intelligence Unit Limited 2008 



 

  

SJAHI本棟 経済産業省・JICSによる訓練機材の供与式 

  

SJAHIワークショップでの実習風景 JADIKメンバー社で実習中のSJAHI学生 

  

ミニッツ署名 

  



 

略 語 表 
 

GM General Motors ゼネラルモーターズ 

HIPF Higher Institute for Plastics Fabrication プラスチック高等技術研修所 

JADIK Japanese Automobile Distributors in the 
Kingdom 

日本車輸入代理店協会 

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JCP Joint Coaching Program ジョイント・コーチング・プログラム 

M/M Minutes of Meeting 協議議事録（ミニッツ） 

OOF Other Official Flows ODA以外の政府資金 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PO Plan of Operations 活動実施計画 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

SAS SJAHI Automation System SJAHI統合データシステム 

SJAHI Saudi Japanese Automobile High Institute サウジアラビア・日本自動車技術高等

研修所 

TVTC Technical and Vocational Training Corporation 技術・職業訓練公社 

 

 



 

評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：サウジアラビア王国 案件名：自動車技術高等研修所計画プロジェクト
フェーズⅡ 

分野：民間セクター開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発部中小企業課 協力金額（評価時点）：1.58億円 

（R/D）：2006年9月1日～ 
2009年8月31日 

先方関係機関：技術・職業訓練公社（TVTC） 
サウジアラビア・日本自動車技術高等研修所
（SJAHI） 
日本車輸入代理店協会（JADIK） 

（延長）： 日本側協力機関：経済産業省、社団法人日本自動
車工業会 

協力期間 

（F/U）： 他の関連協力：自動車技術高等研修所計画プロジ
ェクト（フェーズⅠ）（2001.9.1～2006.8.31） 

１－１ 協力の背景と概要 
サウジアラビア王国（以下、「サウジアラビア」と記す）では、人口増加率（2006年：2.4％）

が比較的高く、19歳以下の若年層が人口の6割近く（2006年推計：約56.4％）を占めるに至っ
ており、若年層の失業問題は深刻化の一途をたどっている（2002年推計では20～24歳の失業
率は28.5％）。そこで政府は、サウジアラビア人労働者を育成すべく技術者養成、職業訓練教
育に力を入れ、出稼ぎ外国人労働者を自国民に置き換えていく「サウダイゼーション政策」
を推進しているが、今なお外国人技術者に大きく依存しているのが実状である（2007年：労
働人口の約54％が外国人）。 
かかる背景の下、2001年9月～2006年8月の協力期間で、専門家の技術指導の下、サウジア

ラビア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）において自動車整備士育成のために2年間のカ
リキュラムによる授業を実施し、サウジアラビア人自動車整備技師を自動車整備業界へ輩出
することを目的とした「サウジアラビア王国自動車技術高等研修所計画プロジェクト（フェ
ーズⅠ）」が実施された。 
同プロジェクトでは、長期専門家の技術指導の下、2004年及び2005年に第1期及び第2期の

卒業生それぞれ約200名ずつを自動車業界に就職させるなど、所期の目標を達成した。しかし
ながら、同プロジェクト終了時評価の結果によれば、エンジン、シャーシ、電気系統といっ
た個別技術については十分に技術移転が図れたものの、学校運営体制にいまだ脆弱な部分が
あり、長期的に安定してサウダイゼーション政策に寄与していくためには、学校運営に係る
規定の整備、人事制度の整備、民間セクターとの連携強化、サウジアラビア人インストラク
ターの定着促進など、学校運営面での課題を克服する必要がある。また技術面では2年間のカ
リキュラムを実施するために必要な技術は移転されているものの、試験により学生の理解度
を的確に把握しこれに基づき卒業生を質的に管理するとともに、試験の結果をフィードバッ
クし教育内容を継続的に改善するシステムを構築することが課題として残された。 
かかる状況の下、「フェーズⅠ」の終了後にこれら残された課題に対応することを目的とし

た「フェーズⅡ」が要請され、JICAは、2006年9月から協力期間3年間とする協力を実施し、
2006年及び2007年に第3期及び第4期の卒業生それぞれ約200名ずつを自動車業界に就職させ
るとともにSJAHIの自立に向けた協力を展開している。現在、3名の日本人長期専門家（チー
フアドバイザー/学校運営、試験評価、業務調整）を派遣中である。 



 

１－２ 協力内容 
本プロジェクトは、SJAHIにおいて、自動車産業界のニーズに応じた自動車整備人材を継

続的に供給できる能力を向上させるために、専門家によるSJAHIのマネジメント･スタッフ及
びインストラクターに対する指導の下、学校運営体制の改善、試験･評価制度の改善、及びカ
リキュラムの改善に取り組んだ。 
 
（１）上位目標 

自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼーション）を
推進する。 

 
（２）プロジェクト目標 

SJAHIが国内自動車産業界の要求に応じるために、教育レベルを継続的に改善できる
ようになる。 

 
（３）成 果 
１）サウジアラビア側民間セクターとの効果的な連携に基づく、自立的な学校運営体制
が構築される。 

２）学生の試験、フィードバック、及び評価の制度の確立により、学生の質的管理が可
能となる。 

３）試験評価の結果に基づく教育内容改善が継続的に実施可能となる。 
 
（４）投入（評価時点） 
日本側：総投入額 1.58億円 
長期専門家派遣 3名 
携行機材 44万5,000円 
ローカルコスト負担 1,730万4,000円 

相手国側： 
カウンターパート配置（教員スタッフ38名及び運営・事務スタッフ30名） 
ローカルコスト負担（事務室光熱水料等） 

２．評価調査団の概要 

団長/総括 稲村 次郎 JICA産業開発部 次長兼民間セクターグループ長 

技術協力行政 
 

梅村 知史 
 

経済産業省貿易経済協力局技術協力課 経済産業
事務官 

自動車産業政策 山内 輝暢 経済産業省製造産業局自動車課 企画官 

自動車産業政策 苦瓜 作 経済産業省製造産業局自動車課 通商一係長 

学校運営 三ヶ尻 裕 
 

本田技研工業株式会社 渉外部政策ブロックリー
ダー担当部長 

学校運営 矢野 義博 社団法人日本自動車工業会 国際統括部長 

学校運営 川野 壮男 社団法人日本自動車工業会 国際統括部主査 

評価・試験 佐藤 雅俊 マツダ株式会社 中近東・アフリカ部 

評価分析 濱田 真由美 財団法人国際開発高等教育機構 事業部次長 

調査者 

調査管理 久保 英士 JICA産業開発部 中小企業課 



 

調査期間 2009年3月6日～2009年3月19日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
（１）プロジェクト目標の達成見込み 

調査時点で以下（２）のとおり成果はほぼ達成されつつあり、自動車産業界の増加す

る人材ニーズに応えながら毎年200名以上の学生を輩出し〔直近（第5期生）の卒業率は
81％、通常の公的職業訓練校の35％程度を大きく上回る〕、また、SJAHIの学生、卒業生、
JADIK各社の、教育レベルをはじめとしてSJAHIに対する満足度は高く、プロジェクト目
標（国内自動車産業界の要求に応じるために、教育レベルを継続的に改善できるように

なる）はほぼ達成されている。 
 
（２）成果の達成度 

以下のとおり、一部の遅れはあるものの、成果を達成する可能性は高い。 
１）内部規定や方針の整備等が行われ、JADIKとも緊密に連携している。例えばJCP（Joint 

Coaching Program：卒業生の職場導入プログラム）やSAS（SJAHI Automation System：
学生の出欠・成績等の評価データを一元管理する統合データシステム）を導入する等、
日常的な課題に対応して改善を行う運営は可能となっている。 

２）座学試験も目標数の8割以上が作成されており、また、試験結果等のフィードバック
から試験・評価制度は継続的に改善され、例えば補講・追試制度の見直しにより、学
生のレベルの均質化につながっている。 

３）カリキュラムの改訂は8割程度済んでいるが、2年生の教材の改訂、1・2年生のレッ
スンプランの改訂は着手されておらず、当初計画から遅れが生じている（ただし、人
員体制の復帰等によりプロジェクト終了までには完了予定）。 

 
３－２ 評価結果の要約 
（１）妥当性 

妥当性は高い。 

若年人口増加による失業率増加圧力とSJAHIの入学応募者数の増加（2005年1,335名、
2008年7,155名）からも、サウジアラビア人若年層の自動車整備士としての就業ニーズは
高く、サウダイゼーション政策下、サウジアラビア人整備士に対するJADIK各社のニー
ズも高いことを背景に、主要ターゲットグループであるSJAHIが教育レベルを継続的に
改善するニーズは依然として高い。第8次国家開発5ヵ年計画においてもサウダイゼーシ
ョン政策は優先課題とされており、また、わが国の対サウジアラビアODA政策において
も職業訓練を含む人材育成に重点が置かれている。 

 
（２）有効性 

有効性はやや高い。 

上記３－１のとおり、成果達成の一部に遅れはあるものの、SJAHIは自動車業界の満
足する人材を継続的に供給しており、プロジェクト目標はほぼ達成されている。JADIK
各社に加えて、そこで働くSJAHI卒業生、SJAHI在校生の大半がSJAHIの教育に満足して
いると回答している。他方で、SJAHI及びJADIKの関係者間で、SJAHIが供給する人材に
係る要求水準（技術のレベル・タイプ、優位性、職業倫理等）が必ずしも共有されてい



 

ない面がある。 
 
（３）効率性 

効率性は調査時点で期待どおりとはいえない。 

インストラクターの離職や研修、組織改編により、成果3の達成に遅れが生じている。
専門家やカウンターパートに対する聞き取りの結果、専門家の分野、資質、派遣タイミ

ングは適切だったと評価される。サウジアラビア側のインストラクター配置（SJAHI卒
業生10名を含むサウジアラビア人12名、外国人20名）についても、必要な知識と技術を
有していると評価されるが、最新技術等を反映させてカリキュラムや教材を更新させる

能力については、今後も重要な課題として残る。運営・事務スタッフについては、総務

部長職が辞職により空席のままとなっており、効果的な運営には同職の専任者の配置が

必要である。 
 
（４）インパクト 

大きな正のインパクトが見受けられる。 

上位目標〔自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼー

ション）を推進する〕は達成されつつあり、657人のSJAHI卒業生がJADIK各社で働いて
いる〔全体（卒業者数943人）に対する定着率（JADIK外に離職していない割合）は70％〕。
なお、JADIK以外の自動車関連企業等への転職も、サウダイゼーション政策には貢献し
ている。さらに、SJAHIを技術者育成のモデルとして、ゼネラルモーターズ（GM）等の
日本以外の自動車メーカーや、石油化学産業、電化製品産業にも類似の訓練機関が設立

されるようになった。負のインパクトは特段見受けられない。 
 
（５）自立発展性 

自立発展性は中程度である。 

政策面では、若年層の雇用拡大の必要性から、サウダイゼーションは今後も最重要政

策とされる見込みが高い。 

技術面では、SJAHIインストラクターへの基本的な技術移転は完了しており、今後の
課題は、最新の自動車技術の動向とJADIK各社のニーズのバランスをとりながらカリキ
ュラムや教材を更新していくことと、訓練者・教育者としてインストラクターを継続的

に育成していくことである。 

財務面では、引き続きサウダイゼーション政策の下、サウジアラビア政府からの財政

支援が継続される見込みである。JADIK各社からの奨学金等の負担も不可欠だが、JADIK
各社はSJAHIとの協力関係の継続を望んでいる。 
社会面では、類似の訓練機関の設立により、優秀な生徒の獲得の競争が高まる可能性

がある。 

組織面では、継続的に200名以上の自動車整備士を供給する体制が確立し、課題を見つ
けて訓練等の改善につなげる日常的な運営は可能となっている。JADIK/日本自動車工業
会各社等からインストラクターへの技術移転を受ける体制もできあがっている。他方で、

SJAHIは、インストラクター人材の育成計画、大型機材の更新も踏まえた財務計画等を
含んだ中長期の運営計画を有していない。 



 

３－３ 効果発現に貢献した要因 
（１）計画内容に関すること 

日本・サウジアラビア双方の官民連携の枠組み（JADIK、日本自動車工業会、サウジ
アラビア政府、日本政府それぞれがSJAHIの設立・活動を支援･費用負担）、特にJADIK
及び日本自動車工業会の協力により、学生の就職先の確保や、技術の進歩に即した様々

な支援が可能となり、プロジェクトの効果発現を促進した。 
 
（２）実施プロセスに関すること 

JADIKがワーキンググループを設置してSJAHIと定期的な会合をもつことで、JADIKの
ニーズがSJAHIに伝わり、教育の質の改善につながるとともに、JADIKがSJAHIの活動を
理解し、SJAHIに協力することを促進した。SJAHIがメディアで取り上げられ、評判が高
まることで、応募者数が増加した。 

 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）計画内容に関すること 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）が必ずしも案件管理のツールとして
プロジェクト関係者で共有されておらず、明確な指標の定義に基づいた成果等の確認が

容易でなかった。フェーズⅡということで、フェーズⅠの延長として新たなPDMについ
て必ずしも十分に説明・議論がなされず、関係者間で理解が共有されなかった可能性が

ある。 
 
（２）実施プロセスに関すること 

2名のインストラクターの退職及びSJAHIの組織改編（部署の統廃合等）により、カリ
キュラム等の改訂を行う人手が不足し、成果３）の達成に関し当初予定より遅れが生じ

ている。 
 
３－５ 結 論 
日本・サウジアラビアの官民の連携により、妥当性やインパクトは高いものとなった。官

民連携が効果をあげたことはまた、有効性及び効率性の促進要因ともなっている。教材の改
訂等の活動に当初計画から遅れが生じているが、日常的な課題に対応して改善を行う運営は
可能となっており、毎年、自動車業界等が満足のいくレベルの生徒を一定人数輩出している。
自立発展性に関しては、サウダイゼーション政策の継続やJADIKの協力は当面変わらないと
予想される一方で、中長期的な運営計画は策定されていないこと等課題も残る。 
 
３－６ 提 言 
一部の成果の遅れや、自立発展性の分析を踏まえ、SJAHIが今後（プロジェクト期間中及

び終了後）とるべき対応事項として、以下を提言した。 
【プロジェクト期間中】 
（１）教材及びレッスンプランの改訂 

上記３－１（２）３）の改訂作業の遅れを解消し、作業を完了すべき。 
（２）SAS（統合データシステム）の影響のモニタリング 

上記３－１（２）１）のSASについては、導入から間もないため、今後引き続きその
インパクトをモニタリングし、効率的な運用を確保すべき。 



 

【プロジェクト終了後】 
（１）学生数増加やカリキュラム変更の影響のモニタリング 

現時点では特段の問題は確認されていないが、近年の入学者数の増加や訓練車両の更

新等の変化の影響について引き続きモニタリングを行い、訓練の改善に向けたフィード

バックを得るべき。 
 
（２）卒業生の定着率の増加 

SJAHI卒業生のJADIK各社での定着率は全体で約70％であるが、卒業後3年以上を経過
した卒業生の定着率は約46％である。長期的に卒業生の定着率を改善することは、JADIK
各社のニーズに応えるうえで大きな課題である。SJAHIは、JADIKとともに卒業生の状況
をフォローし、離職の背景を分析すべき。 

 
（３）中長期計画の策定（方向性、目標、人材配置・人材育成・財務計画等を含む） 

SJAHIは、日常的・定型的な学校運営システムは確立しているが、具体的な将来計画
は必ずしも有していない。類似の訓練機関が増加するなかで、学生の獲得競争は今後激

しくなるかもしれず、SJAHIは高い評判を維持することに加えて、自動車整備士の訓練
という観点で学生獲得市場におけるその位置づけを明確にすることが重要となる。 

自立発展性を強化するために、SJAHIは方向性（供給する人材の技術レベル等の明確
化等）、目標、人材配置・人材育成・財務計画等を含んだ中長期の運営計画を策定すべき。 

   
３－７ 教 訓 
（１）官民連携による人材育成のあり方 

官民連携で教育訓練所を設立して人材育成プロジェクトを計画する際は、育成すべき

人材の卒業後の状況やニーズからプロジェクトの枠組みを考えることが肝要である。特

に所定の水準をクリアした卒業生が卒業と同時に民間セクターに採用される体制をプロ

ジェクト開始時から整えておくことが、育成された人材が民間セクターで十分活用され、

社会に変化を与えていくうえで極めて有効といえる。 

また、実施中にも卒業生受入先との協働体制を構築・強化することが、卒業生の強み・

弱みと企業側ニーズを適確に把握し、連携して対策を立て実行していくために重要であ

る。これが教育訓練の質を向上し、自立発展性を高める鍵となる。 
 
（２）PDMによるプロジェクト管理の徹底 

スムーズかつ現地プロジェクト関係者にとっても困惑のない評価のためには、プロジ

ェクトの運営管理ツールであるPDMを関係者が理解し、共有化しつつ活動を実施するこ
とが必要である。 

PDMを形骸化させないためには、PDM策定時に先方の主要関係者に内容理解を図ると
ともに、日本人専門家の赴任時にもPDMの内容及び活用方法につき十分な説明を行い、
ツールとして機能させるべきである。 

 

 

 



 

３－８ フォローアップ状況 
サウジアラビアは、所得水準の向上によりODA対象国から外れることもあり、本プロジェ

クト終了後のSJAHIへの協力の予定はない。ただし、本プロジェクトと並行して、経済産業
省のOOF（Other Official Flows：ODA以外の政府資金）を通じた協力（本邦研修・機材供与）
が実施されており、今後も日本政府からの協力が検討される可能性がある。 

 



Summary 
 

I. Outline of the Project 
Country：Kingdom of Saudi Arabia Project title：Saudi-Japanese Automobile High 

Institute Project Phase II 
Issue/Sector ： Private Sector 
Development 

Cooperation scheme： Technical Cooperation 
Project 

Division in charge： Small and Medium 
Enterprise Division, Industrial 
Development Dept. 

Total cost：About 158 million yen (as of the end of 
Feb. 2009) 
 

(R/D): 1/9/2006～31/8/2009 Partner Country’s Implementing Organization：
Technical and Vocational Training Corporation, 
Saudi-Japanese Automobile High Institute, 
Japanese Automobile Distributors in the 
Kingdom 

 
Period of 
Cooperation 

(Extension): Supporting Organization in Japan：Ministry of 
Economy, Trade and Industry, Japan Automobile 
Manufacturers Association, Inc. 

Related Cooperation 
Project： 

Saudi-Japanese Automobile High Institute Project (Phase I) (1/9/2001
～31/8/2006) 

１ Background of the Project 
The population of young generation in Saudi Arabia has been on the rapid increase. The Saudi 
Arabian Government has been implementing the policy of so-called “Saudization”, which promotes 
the employment expansion and development of vocational training Saudi Arabian nationals. 
Saudization is described as one of the most urgent issues in the Eighth Five-Year Development Plan 
(2005-2009). For the realization of Saudization, it is considered indispensable to provide vocational 
training of a level that satisfies requirements of the private sector. 
Under these circumstances, the Japanese Technical Cooperation Project on Saudi-Japanese 
Automobile High Institute Project (Phase I) was implemented between September in 2001 and 
August in 2006 in order to nurture mechanics for Saudi automobile industries through two-year 
curriculum. Providing approximately 200 Saudi automotive technicians toward local automotive 
industries every year since 2004, this Phase I project achieved its purpose to a satisfactory level. 
However, the final evaluation of the Phase I project pointed out a few challenges such as 
management system improvement for the smooth and efficient feedback system of the result of 
examination for the improvement of the contents of education in order to secure SJAHI’s 
sustainability.  
To tackle these remaining challenges, the Project (phase II) was requested and the framework of 
Project was confirmed by both sides in July 2006 as described in R/D.   
 
２ Project Overview 
The Project tackled improvement of school management system, examination and grading system, 
and curriculum so that SJAHI could continuously supply automotive technicians meeting the 
requirement of the automotive industry, under the guidance of experts to management staff and 
instructors in SJAHI.  
 
 



(1) Overall Goal  Saudization* in the field of automotive service engineering is promoted. 
*A Saudi governmental policy of replacing foreign workers in the country with 
Saudi nationals. 

(2) Project Purpose  SJAHI will continuously be able to improve its education level to meet the 
requirement of the domestic automotive industry. 

(3) Outputs 
Output 1: Solid school management system supported by proper collaboration with private 

sector is established. 
Output 2: Proper examination, its feed back and grading system are established and quality 

control of students is implemented. 
Output 3:  Method for continuous improvement of education contents is established. 

 
(4) Inputs 
Japanese side：( Total  About 158 million Yen (as of the end of Feb. 2009)) 
  Long-term Expert    3      Local cost About 17 million Yen 
  Equipment About 445 thousand Yen  
Saudi Side： 
  Counterpart     38 faculty staff and 30 management & administration staff      
  Office spaces for JICA experts and other facilities and utilities such as computers. 
 II. Evaluation Team 
Members of Evaluation 
Team 

Mr. Jiro INAMURA (Team Leader) 
Group Director for Private Sector Development/Deputy Director 
General, Industrial Development Department, JICA 

Mr. Satoshi UMEMURA (Technical Cooperation Policy) 
Technical Cooperation Division, Technical Cooperation Bureau, 
Ministry of Economy, Trade and Industry (METI) 

Mr. Terunobu YAMAUCHI (Automobile Industry Policy) 
Director for Automotive Policy Planning, 
Automobile Division, Manufacturing Industry Bureau, METI 

Mr. Saku NIGAURI (Automobile Industry Policy) 
Automobile Division, Manufacturing Industry Bureau, METI 

Mr. Hiroshi MIKAJIRI (Vocational School Management) 
General Manager, External Affairs Division, Policy Coordination 

Dept., 
Honda Motor Corporation 

Mr. Yoshihiro YANO (Vocational School Management) 
Director General, International Department 
Japan Automobile Manufacturers Association, Inc. (JAMA) 

Mr. Takeo KAWANO (Vocational School Management) 
Group Chief, International Department, JAMA 

Mr. Masatoshi SATO (Examination and Evaluation System) 
Overseas Sales Division, Middle East and Africa Sales 
Department, Mazda Motor Corporation 

Ms. Mayumi Hamada (Evaluation Analysis) 
Deputy Director, Department of Planning and Program, Foundation 
for Advanced Studies on International Development (FASID) 



Mr. Eiji Kubo (Evaluation Management) 
Assistant Director, Small and Medium Enterprise Division, 
Industrial Development Department, JICA 

Period of Evaluation  6/3/2009~19/3/2009 Type of Evaluation ： Terminal 
Evaluation 

III. Results of Evaluation 
１．Project Performance 
(1) Achievement of Project Purpose 
As shown (2) below, the outputs were almost achieved at the time of evaluation, and the Project 
Purpose has been almost achieved. Satisfaction level of SJAHI students and graduates as well as of 
JADIK to SJAHI is high. Responding to JADIK members’ increasing human resource needs, SJAHI 
has succeeded in providing more then 200 technicians every year (the latest graduation rate is 81%, 
which is regarded as much higher than public technical college, i.e., 35%).    
 
(2) Achievement of Outputs 
As shown below, despite some delay was made, it is highly expected to achieve the outputs. 
Regarding Output 1, As for the internal regulations, the system of identifying and examining 
problems, revising the regulation and disseminating the result of revision in SJAHI has been 
established. Collaborative actions between SJAHI and private sectors also have been regularly 
conducted. SJAHI has been established school management system on regular/routine basis, thorough 
identifying and analyzing the problems, considering plans for solutions and making coordination for 
implementation in collaboration with JADIK members. Introductions of the Joint Coaching Program 
and SJAHI Automation System are their examples 
Regarding Output 2, the number of the ‘theoretical’ questions has been reached to 84.5% of the 
targeted number as of Mar. 6, 2009. Feedback of the examination results for improving the regulations 
on examination and grading, the examination procedure, balance between practical and theoretical 
examination in evaluation of students, process flow, guidelines, administration and grading 
percentage distribution were continuously reviewed and amended to improve the examination/grading 
system.  
Regarding Output 3, while revision of the curriculum was finished by almost 80%, revision of the 
textbooks for the 2nd year students and revision of the Lesson Plans have not yet begun. However, 
these delays are to be made up through the recovery of the staff assignment to complete it by the end 
of the Project. 
 
２ Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 
Relevance is high. 
The needs of the Saudi youth seeking for job as technicians is very high because; 1) Due to the rapid 
population increase, the unemployment rate of young generation in Saudi Arabia has been 
considerably high.  2) The number of Saudi youth who hope to study at SJAHI to be technicians has 
been drastically increasing, e.g. from 1,355 in 2005 to 7,155 in 2008. 
The training at SJAHI is conformed with the needs of automotive industry in Saudi Arabia because 
most of the JADIK member companies, which are under constant pressure of Saudization Policy, 
think that the education of technicians at SJAHI is effective/efficient,                           
The objectives of the project are in line with the Saudi government policy. Saudization is still one of 
the most highly prioritized policies in the Eighth 5-year National Development Plan (2005-2009). 



Also, the project has been in line with the Japan's ODA policy as well as the strategy of JICA, which 
put emphasis on the human resources development including vocational training.   
 
(2) Effectiveness 
Effectiveness is rather high. 
As shown 3-1 (2) and (3) above, the Project Purpose has been almost achieved, while the progress for 
achieving Output 3 has been in delay. Satisfaction level of beneficiaries (SJAHI graduates, SJAHI 
students and JADIK members) is high. However, there is concern that the understanding on the 
specific target of qualification for students, e.g., level and type of technique, competency and 
attitude/working ethics that SJAHI intends to peruse through its education is not clearly shared among 
SJAHI personnel, and with JADIK either.      
 
(3) Efficiency 
The Efficiency is not up to expectation as of mid-March, 2009.  
The achievement of Output 3 has been in delay caused by resignation of instructors, increased burden 
of the instructors to substitute the two instructors who were sent for training in Japan as well as 
internal organization reform. Experts were appropriately dispatched in terms of number, specialty and 
timing. The placement of the instructors (12 Saudi instructors including 10 SJAHI graduates and 20 
expatriate instructors) is basically appropriate under present circumstances. While most of the 
Instructors have already acquired basic knowledge and skills necessary for teaching at SJAHI, the 
capability to improve the curriculum and teaching materials reflecting future technology innovation 
and further improvement as a trainer and an engineer will remain as the important task for the future. 
Regarding the managers and administration staff, the position of Administration Manager has been 
vacant due to resignation, which would require placement of capable Saudi manager for effective 
management of SJAHI.   
 
(4) Impact 
Strong Positive impact has been observed. 
Overall Goal is being achieved. As of Feb. 2009, 657 SJAHI graduates are working for JADIK 
member companies. The retention rate is approximately 70%, as the total number of graduates is 943. 
Though some of the graduates quit JADIK member companies and moved to other companies, it will 
still contribute to Saudization as far as they work in the automotive industry, such as those who assess 
the damage in car accidents at non-life insurance company. As the project has been recognized as 
“success model” in the country, similar training institutes have been established such as GM Institute 
in collaboration with TVTC, following the Public-Private Partnership with Saudi Government. Saudi 
government has also introduced and is planning to introduce PPP in pursuing Saudization in other 
fields, such as chemical oil industries, home electronics appliances and so on. As for negative impact, 
nothing in particular has been observed. 
 
(5) Sustainability 
The Sustainability is at the medium level.  
From the political point of view, it is most likely that Saudization will be maintained as one of the 
most important policies of the government because the unemployment among the Saudi youth caused 
by rapid population growth is still serious. 
From the technological aspect, the basic technical transfer to SJAHI instructors has been almost 
completed. The next task for the instructors is how to update the curriculum, textbooks and teaching 



materials and so on, balancing the new technologies in the market and the needs and expectation of 
JADIK. Also, continuous improvement instructors as trainers as well as educators are required. 
From the financial point of view, Saudi government is likely to continue supporting SJAHI with the 
Human Resource Development Fund even after the termination of the project, as the Saudization and 
priority on human resources development in technical and vocational training is expected to be 
unchanged. Also, continuous payment of scholarship by JADIK is indispensable for existence of 
SJAHI in the future as well.  It seems that most of the JADIK companies would like to continue the 
collaborative relationship with SJAHI. 
From the social aspect, since similar training institutes have been increasingly established, there is 
concern that it will be more difficult to secure high level enrolees in the future. 
From the organizational aspect, the basic mechanism for supplying about 200 or 250 new technicians 
to work on Japanese vehicles has been established. Management on routine basis, which includes 
identifying and examining problems, finding out solutions, making necessary coordination and 
implementing accordingly has been already established. Technical transfer system for the instructors 
has also been established with the supporting organizations such as JADIK/JAMA members.   
However, mid-term/long-term management plan has not been established including such as human 
resources development plan for instructors, financial plan which covers depreciation for large-scale 
replacement of cars for practice, etc.    
 
３．Factors promoting better sustainability and impact 
(1) Factors concerning to Planning 
The Public-Private Partnership among the two governments, JADIK and JAMA, especially the 
cooperation from JAMA/JADIK members, enhanced the achievement of the Project through enabling 
assuring the employment of the SJAHI graduates and various support for improvement of the 
technical level of the instructors and students at SJAHI.   
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process 
Establishment of Working Group of JADIK and regular Meetings with JADIK members led to 
identifying the problems to be solved in terms of improving the content of education at SJAHI. This 
system functioned well in achieving the Output1, through which improving the quality of education 
itself. Also, it enhanced understanding of JADIK on SJAHI's activities and the role of JADIK. 
Because the project was well known through mass media and getting high reputation, the number of 
applicants increased. 
 
４．Factors inhibiting better sustainability and impact 
(1) Factors concerning to Planning 
Project Design Matrix was not necessarily shared among those relevant to the Project as a tool to 
manage the Project, which caused some difficulties in evaluating the outputs based on the clear 
definition of the indicators. 
 
(2) Factors concerning to the Implementation Process  
Most of the activities were conducted as planned except for those for Output-3 to revise Teaching 
Materials and Lesson Plans. They are behind the schedule, because of the resignation of the two 
Instructors in charge as well as the internal organization reform. 
 
 



５．Conclusion 
Relevance is high and strong positive impact is observed, primarily because the Public-Private 
Partnership among the two governments, JADIK and JAMA was appropriate and has functioned 
successfully both at the time of project design and implementation. Although Efficiency is affected by 
the delay in revision of education contents, basic school management system has been already 
established on routine basis.  Effectiveness is rather high because SJAHI is able to annually produce 
students/graduates at satisfactory level with certain volume. For the future aspect, however, 
Sustainability is at the medium level, because both strong and weak elements can be seen.  As for the 
political aspect, Saudization and priority on human resources development in technical and vocational 
training is likely to be maintained. However, management based on mid-term/long-term planning has 
not been established. 
 
６．Recommendations  
Taking the above analysis into consideration, the Final Evaluation Teams recommend SJAHI the 
following points: 
【Recommendation for the remaining Project period】 

1) To complete revision of textbooks and lesson plan 
Regarding Output 3, the revision of the curriculum, lesson plans and textbooks has been
delayed.  Receiving the renewed equipment by the assistance of the Government of Japan 
this March, SJAHI should complete those revision by the end of the Project so that it could 
have a good start of the coming semester with the renewed equipment.  

2) To monitor the impact of SAS 
Introduction of SAS seems promising in managing trainees effectively though it is too early to 
evaluate its positive and negative effects. SJAHI should keep monitoring its impact 
continuously and improve its back-up system so that it could lessen the burden of instructors 
and help them work with the system efficiently. 

【Recommendation after the completion of the Project】 
1) To monitor the impact of changes in the number of trainees and curriculum 

The increase of trainees from 200 to 250 on the average has not seemed to have negative 
effect significantly on the quality of the trainees so far. At the same time, SJAHI has changed 
curriculum and just received 95 renewed training vehicles. SJAHI should keep monitoring on 
these changes and their effects on the trainees so that it could continue improving the training 
by its feedback.  

2) To increase the retention rate of graduates in JADIK 
While the total retention rate of the SJAHI graduates in JADIK is approximately 70% at the 
moment, the average retention rate after 3 years of graduation is 46%. To improve the 
retention rate in JADIK in a longer term is a major challenge to satisfy the needs of JADIK 
members. SJAHI should track the situation of the graduates with JADIK and analyze the 
background of their turnover so that it could decrease the turnover rate in a long term. Also, it 
should monitor the impact of the newly introduced Work Ethic Program on the retention rate 
and behavior of the graduates. 

3) To formulate a mid/long term management plan 
While SJAHI has established a regular/routine basis school management system, it has not 
necessarily had a concrete future plan. As similar institutes are being established, the 
competition in recruiting students and may become harsh. In this circumstance, it is important 
to clarify its positioning in the market in terms of the automobile technician training in 



addition to maintain its high reputation.  
In order to strengthen its self-sufficient sustainability, SJAHI should formulate a mid/long 
term management plan including the following items; direction/positioning in the market, 
mid- and long-term objectives, and means to achieve the objectives including the plan of 
assignment of personnel and organization, human resource development plan, clarification of 
facilities and equipment as well as a long-term financial analysis.  

 
７．Lessons Learned 
(1) Human resource development through the Public-Private Partnership 
In designing a human resource development project by establishing a training center though the 
Public-Private Partnership, it is important to set up a project framework based on the situation and 
needs of the human resources after the training. Especially, to establish a system from the start of the 
project which enables the graduates having met a certain criteria to be employed by the private sector 
as soon as completing the training is important. This system could be effective in utilizing the trainees 
in the private sector fully and making a difference in the society. 
Also, it is important to establish and strengthen a collaboration mechanism with the employers of the 
trainees during the project, which will help to grasp the strength and weakness of the graduates and 
the needs of the enterprises, and to carry out improved plans in collaboration. This will improve the 
quality of the education/training as a key to strengthen the sustainability. 
 
(2) Management of the Project by the Project Design Matrix (PDM) 
It is necessary for those relevant to the project to understand and share the PDM as a project 
management tool, which will also help smooth evaluation. In order to make the PDM practical and 
substantial in managing the project, it is important to encourage the understanding of the major 
stakeholders in designing the PDM as well as explaining the contents and mechanisms of the PDM 
fully to Japanese experts. 

 



－1－ 

第１章 終了時評価調査団の派遣 
 

１－１ 派遣経緯 

サウジアラビア王国（以下、「サウジアラビア」と記す）では、人口増加率（2006年：2.4％）
が比較的高く、19歳以下の若年層が人口の6割近く（2006年推計：約56.4％）を占めるに至っ
ており、若年層の失業問題は深刻化の一途をたどっている（2002年推計では20～24歳の失業率
は28.5％）。そこで政府は、サウジアラビア人労働者を育成すべく技術者養成、職業訓練教育
に力を入れ、出稼ぎ外国人労働者を自国民に置き換えていく「サウダイゼーション政策」を推

進しているが、今なお外国人技術者に大きく依存しているのが実状である。 

係る背景の下、2001年9月～2006年8月の協力期間で、専門家の技術指導の下、サウジアラビ
ア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）において自動車整備士育成のために2年間のカリキュ
ラムによる授業を実施し、サウジアラビア人自動車整備技師を自動車整備業界へ輩出すること

を目的とした「サウジアラビア王国自動車技術高等研修所計画プロジェクト（フェーズI）」が
実施された。 

同プロジェクトでは、長期専門家の技術指導の下、2004年及び2005年に第1期及び第2期の卒
業生それぞれ約200名ずつを自動車業界に就職させるなど、所期の目標を達成した。しかしな
がら、同プロジェクト終了時評価の結果によれば、エンジン、シャーシ、電気系統といった個

別技術については十分に技術移転が図れたものの、学校運営体制がいまだ脆弱な部分があり、

長期的に安定してサウダイゼーション政策に寄与していくためには、学校運営に係る規定の整

備、人事制度の整備、民間セクターとの連携強化、サウジアラビア人インストラクターの定着

促進など、学校運営面での課題を克服する必要がある。また技術面では2年間のカリキュラム
を実施するために必要な技術は移転されているものの、試験により学生の理解度を的確に把握

しこれに基づき卒業生を質的に管理するとともに、試験の結果をフィードバックし教育内容を

継続的に改善するシステムを構築することが課題として残された。 

かかる状況の下、「フェーズI」の終了後にこれら残された課題に対応することを目的とした
「フェーズII」が要請され、JICAは、2006年9月から協力期間3年間とする協力を実施し、2006
年及び2007年に第3期及び第4期の卒業生それぞれ約200名ずつを自動車業界に就職させるとと
もにSJAHIの自立に向けた協力を展開している。現在、3名の日本人長期専門家（チーフアドバ
イザー/学校運営、試験評価、業務調整）を派遣中である。 

今般、2009年8月末の協力期間の終了を控え、終了時評価としてJICA事業評価ガイドライン
（改訂版）に沿って、プロジェクト活動の実績を整理確認するとともに、評価5項目（妥当性、
有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点からサウジアラビア側とともに合同評価調

査を行うものである。また、評価の結果を受けて、プロジェクト終了までの期間の協力の方針

や改善の方向性に係る提言や類似案件にも参考となり得る教訓を導き出すこととする。 

 

１－２ 派遣目的 

（１）技術協力の進捗状況及び目標の達成状況を確認したうえで、評価5項目に基づきプロ
ジェクト終了時評価を実施する。 

（２）今後の協力方針や改善の方向性に係る教訓及び提案を導き出す。 

（３）協議結果をミニッツ及び合同報告書に取りまとめ、署名・交換する。 
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１－３ 調査団員構成 

担当分野 氏 名 所 属 

団長/総括 稲村 次郎 JICA産業開発部 次長兼民間セクターグループ長 

技術協力行政 梅村 知史 経済産業省貿易経済協力局技術協力課 経済産業事務官 

自動車産業政策 山内 輝暢 経済産業省製造産業局自動車課 企画官（現地合流） 

自動車産業政策 苦瓜 作 経済産業省製造産業局自動車課 通商一係長 

学校運営 三ヶ尻 裕 
本田技研工業株式会社 渉外部政策ブロックリーダー担

当部長 

学校運営 矢野 義博 社団法人日本自動車工業会 国際統括部長（現地合流） 

学校運営 川野 壮男 社団法人日本自動車工業会 国際統括部主査（現地合流） 

評価・試験 佐藤 雅俊 マツダ株式会社 中近東・アフリカ部 

評価分析 濱田 真由美 財団法人国際開発高等教育機構 事業部次長 

調査管理 久保 英士 JICA産業開発部 中小企業課 

 

（参考：サウジアラビア側合同調査メンバー） 

Mr. Salim H. Al-Asmarei Director, SJAHI 

Mr. Fauzi S. Al-Thiga Education General Manager & Deputy Director, SJAHI 

Mr. Suhail I. Shaikh Training Manager, SJAHI  

Mr. Faisal O. Aboushoushah Deirector, Network Management & ACCL, Abudul Latif 
Jameel Co. Ltd. 

Mr. Emad Abd Rabuh Executive Assistance to CEO-Aftersales Services, Al-Hamrani 
United Co. 

Mr. Ibrahim K. Mashaal Human Resource Supervisor, Alesayi Motors Co. Ltd. 

Mr. Abdul Qaddir Bassam General Manager – Support Service, Abdullah Hashim Co. 
Ltd. 

Mr. Ehab A. Ali Suzuki Saudia Co. Ltd. 

Mr. Mohammed K. Sukkar Training Manager, Haji Husein Alireza & Co. Ltd. 

Mr. Nabil Al-Turairi Abdullatif Alissa Group 

 

１－４ 調査期間 

 2009年3月6日（金）～19日（木） 

日順 日付 曜日 官団員※ 評価分析団員（コンサルタント） 

1 3/6 金 リヤド着 

2 3/7 土 

 

JICAサウジアラビア事務所打合せ 

リヤド→ジッダ 
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3 3/8 日 

専門家との打合せ 

サウジアラビア側評価チームへの説明 

SJAHI視察 

主要カウンターパート（マネジメント層）からのヒ

アリング 

4 3/9 月 

インストラクターからのヒアリング 

（ヘッド・インストラクター、見習いインストラク

ター、技術短大卒業インストラクター） 

在学生からのヒアリング 

5 3/10 火 

日本輸入代理店協会（JADIK）メンバー・ワークシ

ョップ視察・卒業生からのヒアリング 

（Abdul Latif Jameel Co. Ltd.(Toyota, Daihatsu)、 

Al-Esayi Motors Co. Ltd.(Mitsubishi)） 

6 3/11 水 

JADIKメンバー・ワークショップ視察・卒業生から

のヒアリング（Al-Hamrani United Co.(Nissan)） 

JICA専門家からのヒアリング 

7 3/12 木 ジッダ着 評価グリッド案作成 

8 3/13 金 
団内打合せ（評価分析団員からの報告・評価実施方針の確認） 

評価レポート案作成 

9 3/14 土 

JICA専門家との打合せ 

SJAHI表敬・視察 

インストラクター（SJAHI卒業生）からのヒアリング 

在学生からのヒアリング 

10 3/15 日 
評価レポート案協議 

サウジアラビア側主催夕食会 

11 3/16 月 

経済産業省・日本国際協力システム（JICS）による訓練機材の供与式参加 

JADIKメンバー・ワークショップ視察 

（Haji Husein Alireza & Co. Ltd.(Mazda)、Abdullah Hashim Co. Ltd.(Honda)） 

12 3/17 火 

合同調整委員会（JCC） 

ミニッツ署名 

団長主催昼食会 

在ジッダ日本国総領事館報告 

ジッダ→リヤド 

13 3/18 水 
在サウジアラビア日本国大使館報告 

リヤド発  

14 3/19 木 成田着 

※官団員については、それぞれ現地参加日程が異なる。 
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１－５ 訪問先及び主要面会者 

（１）Technical and Vocational Training Corporation（TVTC）  
Dr. Saleh A. S. Alamr, Vice Governor for Development 

 

（２）Saudi Japanese Automobile High Institute（SJAHI）  
Mr. Salim H. Al-Asmarei, Director 
Mr. Fauzi S. Al-Thiga, Education Manager & Deputy Director 
Mr. Suhail Iqbal Shaikh, Training Manager 
Mr. Roberto Azadon, Head Instructor 
Mr. Noel Desalisa, Head Instructor 
Mr. Rodelio Tantay, Senior Instructor 
Mr. Tariq Badroos, Instructor II（技術大学出身サウジアラビア人インストラクター）  
Mr. Hattan Nadhiras, Instructor II（技術大学出身サウジアラビア人インストラクター）  
Mr. Talal Al-Amri, Instructor II（SJAHI第1期卒業生）  
Mr. Mohammad Qassim, Instructor II（SJAHI第1期卒業生） 
Mr. Ahmed Shoubak, Instructor II（SJAHI第2期卒業生）  
Mr. Zaini Al-Ashi, Instructor II（SJAHI第2期卒業生）  
Mr. Ahmad A. Tackruni, Apprentice Instructor（SJAHI第5期卒業生）  
Mr. Ahmed A. Banabeelah, Apprentice Instructor（SJAHI第5期卒業生） 
Mr. Yahya A. Lstad, Apprentice Instructor（SJAHI第5期卒業生）  
Mr. Salim A. Shahbhay, Apprentice Instructor（SJAHI第5期卒業生）  
Mr. Yousef Mohammad Noor Yousef Shibli, SJAHI第7期生（1年生）  
Mr. Tareq Salim Razieq Al-hjaji, SJAHI第7期生（1年生）  
Mr. Salman Saad Mohammad Al-Ghamdi, SJAHI第7期生（1年生）  
Mr. Mohammed Yousef Ahiad, SJAHI第7期生（1年生）  
Mr. Mohammed Mahmoud Miralam, SJAHI第7期生（1年生）  
Mr. Mohammed Abdulqader Samir Bukhari, SJAHI第7期生（1年生）  
後閑 斂利 JICA長期専門家「学校運営・チーフアドバイザー」  
海藤 茂  JICA長期専門家「試験・評価制度」  
大熊 浩  JICA長期専門家「業務調整」  

 

（３）Japanese Automobile Distributors in the Kingdom（JADIK）  
Mr. Faisal O. Aboushoushah, Director, Network Management & ACCL, Abudul Latif Jameel Co. 

Ltd.（Toyota）  
Mr. Emad Abd Rabuh, Executive Assistance to CEO-Aftersales Services, Al-Hamrani United Co.
（Nissan） 

Mr. Ibrahim K. Mashaal, Human Resource Supervisor, Al-Esayi Motors Co. Ltd.（Mitsubishi）  
Mr. Mohamad Abdullah Hashim, Managing Director, Abdullah Hashim Co. Ltd.（Honda） 
Mr. Abdul Qaddir Bassam, General Manager – Support Service, Abdullah Hashim Co. Ltd.
（Honda）  
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Mr. Ehab A. Ali, Suzuki Saudia Co. Ltd.（Suzuki）  
Mr. Mohammed K. Sukkar, Training Manager, Haji Husein Alireza & Co. Ltd.（Mazda）  
Mr. Nabil Al-Turairi, Abdullatif Alissa Group（Isuzu-Riyadh） 
Mr. Waleed Badwan, Workshop Manager (Ring Road Branch), Abudul Latif Jameel Co. Ltd.
（Toyota） 

Mr. Khalil Ibrahim Yahya, Workshop Manager (Killo 5 Branch), Abudul Latif Jameel Co. Ltd.
（Toyota） 

Mr. Haidar Bahila, Workshop Manager (Makkah Road Branch), Al-Esayi Motors Co. Ltd.
（Mitsubishi）  

Mr. Amer Al Moudi, Workshop Manager (Madinah Road Branch), Al-Hamrani United Co.
（Nissan） 

Mr. Mustafa M. Osman, Workshop Manager (Ring Road Branch), Al-Hamrani United Co.
（Nissan） 

 
（４）在サウジアラビア日本国大使館 

大久保 武 参事官 

靏田 将範 一等書記官 

佃 誠太郎 二等書記官 

 

（５）在ジッダ日本国総領事館 

石榑 利光 総領事 

伊原 浩一 首席領事 

 

（６）JICAサウジアラビア事務所 
富澤 隆一 所 長 

赤尾 孝  企画調査員 

 

１－６ 調査結果要約 

調査・協議結果の主要な点は以下のとおり。 

（１）ミニッツ（付属資料１．）にて以下を確認した。 

・合同評価報告書の内容に係る双方の合意と提言の実施 

・本プロジェクトの予定どおりの終了（2009年8月末） 
 

（２）合同評価報告書（付属資料２．）のポイント 

１）プロジェクト目標・成果の達成 

SJAHIの学生、卒業生、JADIK各社のSJAHIに対する満足度は高く、また、毎年200名
以上の学生を輩出し（卒業率は直近で81％）、プロジェクト目標（国内自動車産業界の
要求に応じるために、教育レベルを継続的に改善できるようになる）はほぼ達成されて

いる。 

成果1：内部規定や方針の整備等が行われ、また、JADIKとも緊密に連携して、例えば
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JCP（Joint Coaching Program：卒業生の職場導入プログラム）を導入する等、
日常的な課題に対応して改善を行う運営は可能となっている。 

成果2：座学試験の作成も目標の8割以上進捗しており、また、試験結果等のフィード
バックから試験・評価制度は継続的に改善されている。 

成果3：カリキュラムの改訂は8割程度済んでいるが、2年生の教材の改訂、1・2年生
のレッスンプランの改訂は着手されておらず、当初計画から遅れが生じている。 

 

２）5項目評価 
①妥当性は高い、②有効性はやや高い、③効率性は現時点で期待どおりとはいえない、

④大きな正のインパクトが見受けられる、⑤自立発展性は中程度。 

日本・サウジアラビアの官民の連携により、妥当性やインパクトは高いものとなった。

教材の改訂等の活動に当初計画から遅れが生じているが、日常的な課題に対応して改善

を行う運営は可能となっており、毎年、満足のいくレベルの学生を一定人数輩出してい

る。自立発展性に関しては、サウダイゼーション政策の継続やJADIKの協力は当面変わ
らないと予想される一方で、中長期的な運営計画は策定されていない。 

 

３）提 言 

【プロジェクト期間中】 

① 教材及びレッスンプランの改訂 

② SAS（統合データシステム）の影響のモニタリング 
【プロジェクト終了後】 

① 学生数増加やカリキュラム変更の影響のモニタリング 

② 卒業生の定着率の増加 

③ 中長期計画の策定（方向性、目標、人材配置・人材育成・財務計画等を含む） 
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第２章 評価の手法 
 

２－１ 評価の手法 

本調査では、『改訂版JICA事業評価ガイドライン』に沿って、現時点での計画達成状況及び
達成のための課題を確認し、評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）
に基づき評価を行った。これらの結果を踏まえ、プロジェクトの今後のより効果的な実施のた

めにいくつかの提案を行うとともに、合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）
に報告を行い、また、サウジアラビア側とミニッツを締結した。 

具体的な調査方法は以下のとおりである。 

 

（１）文献資料調査と評価グリッド・質問票の作成 

国内において、「サウジアラビア王国自動車技術高等研修所計画終了時評価報告書」、実

施協議に係る討議議事録（Record of Discussion：R/D）、運営指導調査資料、専門家業務報
告書、その他プロジェクト関連資料の精査を行った。これに基づいて、プロジェクトの概

要表であるプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）の内
容を確認したうえで、日本･サウジアラビア双方で2007年5月30日付で合意した最新のPDM
（2007年1月20日付改訂版）を評価のベースとして利用することとした（付属資料２．合
同評価報告書Annex 1を参照）。そのうえで、同PDMに基づいて評価設問を設定し、各項目
に対する情報収集方法を「評価グリッド」として取りまとめた。また、プロジェクトの（日

本人）専門家、主要カウンターパート〔サウジアラビア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）
幹部及びインストラクター〕、SJAHI在校生及び卒業生、日本車輸入代理店協会（JADIK）
その他関係者に対する質問票を作成し、プロジェクトを通じた配布と回収を行った。 

 

（２）質問票調査及び質問票に基づく面接調査 

1週間先行して現地に到着したコンサルタント団員（評価分析担当）が、プロジェクト
の専門家とカウンターパート及びサウジアラビア側評価チームに対し上記調査方法につ

き説明を行い、理解を得たうえで以下の調査を実施した。 

１）日本人専門家に対する質問票調査（在任中の長期専門家3名）とヒアリング 
２）主要カウンターパート（SJAHI幹部及びインストラクター）に対する質問票調査（計

17名：幹部3名及びインストラクター14名） 
３）主要カウンターパート（同上）へのグループ面接調査（計12名：幹部3名及びイン
ストラクター9名。なお、インストラクターは職位及びサウジアラビア人・非サウジ
アラビア人の別により3グループに分けて実施した）。 

４）JADIK加盟企業に対する質問票調査（加盟8社中、計6社）と、マネージャークラス
のグループ面接調査（左記6社のうち、5社） 

５）SJAHI在校生への質問票調査〔計233名。2年生はOJT（on-the-job Training）で不在の
ため、1年生のみ〕及びグループ面接調査（左記のうち、11名） 

６）JADIKに勤務するSJAHI卒業生への質問票調査（計154名）及びグループ面接調査（5
社で計17名） 
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（３）現場観察を含めた現地での評価調査の実施 

評価調査団全員が現地調査入りしたあと、SJAHIの業務実態を観察調査したうえで、既
に集められた情報を基に、サウジアラビア側の評価チームとともにプロジェクトのこれま

での活動実績及び実施プロセスを検証し、評価5項目に基づいて評価を行い、その結果を
評価グリッド結果表（２－２の項を参照）と合同評価報告書（付属資料２．を参照）にま

とめた。 

 

（４）サウジアラビア側との協議とミニッツの署名・交換 

本評価調査の分析結果を基に、サウジアラビア側及び日本側関係者と協議を行ったうえ

で、その結果をJCCで報告し、ミニッツ（付属資料１．を参照）を取りまとめて署名・交
換した。 

 

２－２ 評価設問（評価グリッド） 

本終了時評価調査で作成・活用した評価グリッドでは、実績及び実施プロセスの検証と評価

5項目の観点から評価設問を設定し、調査を行った。 
 

（１）実績及び実施プロセスの検証 

１）実績の検証 

・投入は計画どおり実施されたか（計画との比較）  
・成果は計画どおり産出されたか（目標との比較）  
・プロジェクト目標は達成されたか（目標との比較）  
・上位目標達成の見込みはあるか（目標との比較）  

２）実施プロセスの検証 

・活動は計画どおりに実施されたか  
・技術移転の方法に問題はなかったか  
・プロジェクトの運営体制に問題はなかったか  
・プロジェクト実施過程で生じている問題や効果発現に影響を与えた要因は何か、等  

 

（２）5項目評価 
１）妥当性 

必要性、優先度、手段としての妥当性の観点からプロジェクトの妥当性を評価。  
①必要性（ターゲット・グループのニーズとの整合性） 
②優先度（サウジアラビアの国家政策・わが国の援助計画との整合性）  
③手段としての妥当性（適用方法の妥当性、ターゲット・グループ選定の適切性、日本

の技術の優位性等）  
２）有効性 

プロジェクトの成果とプロジェクト目標の達成度を検証し、プロジェクトの効果を評価。 
３）効率性 

投入（コスト）と成果の達成状況とを比較し、プロジェクトの実施の効率性を評価。  
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４）インパクト 

上位目標の達成見込み、波及効果、その他の正・負の影響を評価。 
５）自立発展性 

政策･制度面、組織面、財務面、技術面等の観点から、総合的な自立発展性を評価。  
 

上記の視点に基づく調査・評価結果を「評価グリッド結果表」（英文については付属資料２．

合同評価報告書Annex 13を、和文については付属資料３．を参照）に取りまとめた。なお、上
記（１）の実績及び実施プロセスの検証に係る調査項目・評価結果については、評価5項目の
有効性、効率性、インパクトの項で総合的に評価・整理した。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 投入実績 

終了時評価時点までの日本側とサウジアラビア側の双方の投入実績概要は以下のとおりで

ある。 

 

 ３－１－１ 日本側投入 

（１）専門家・調査団（付属資料２．合同評価報告書Annex 3参照） 
１）長期専門家 

R/D（以下「当初計画」という）のとおり、学校運営/チーフアドバイザー1名、試
験･評価制度1名、業務調整1名が全期間にわたり配置された。 

２）調査団 

当初計画のとおり、2008年度末に終了時評価調査団が派遣された。加えて、2006年
度及び2007年度にプロジェクトの進捗状況を確認するために運営指導調査団が派遣
された。 

 

（２）機材供与 

当初計画より、機材供与の実績・予定はない。ただし、専門家携行機材としてコピー

機1台を供与した。 
 

（３）在外事業強化費（合同評価報告書Annex 4参照） 
2006年度に333万6,000円、2007年度に707万1,000円、2008年度（2月27日時点）に689

万7,000円の在外事業強化費を支出し、資機材・消耗品の購入、資料作成、出張旅費等
にあてた。 

 

 ３－１－２ サウジアラビア側投入 

（１）カウンターパート（合同評価報告書Annex 5及びAnnex 6参照） 
調査時点で38名の教員スタッフと30名の運営・事務スタッフがサウジアラビア・日本

自動車技術高等研修所（SJAHI）に配置されている。また、SJAHIの組織図は同Annex 7
のとおり。 

 

（２）ローカルコスト負担（合同評価報告書Annex 8参照） 
専門家執務スペースやOA機器等の提供に加え、カウンターパートの給与をはじめと

したローカルコストがサウジアラビア側により負担されている。 
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３－２ プロジェクトの実績 

 ３－２－１ 成果の達成状況 

（１）成果１ 

成果１：サウジアラビア側民間セクターとの効果的な連携に基づく、自立的な学校運

営体制が構築される。 

指 標：①内部規定の数 

②運営マニュアル・課題解決チャートの作成状況 

③SJAHIとサウジアラビア民間セクターの連携実績 

 

成果１：日常レベルの学校運営体制は既に達成された。 

 

指標①の内部規定について、課題を明確化して分析し、改訂案を策定し、実施に向け

て関係者に対し発信するという体制は既に構築されていると考えられる。学生の出欠に

係る方針、職員の各種出張規定等が既に見直されたほか、インストラクターの昇格に関

する規定が整備され、定着率を高める目的で給与・インセンティブ体系も改善された。 

指標②となっている運営マニュアル・課題解決チャートの作成状況についても日常的

に必要とされるマニュアルやチャート類はほぼ整備されており、特に不足しているもの

はないことから、特段問題はないと思われる。 

指標③であるSJAHIとサウジアラビア民間セクターの連携実績については、SJAHIと
民間セクターであるJADIK（Japanese Automobile Distributors in the Kingdom：日本車
輸入代理店協会）の間で緊密な連携の下、JADIKワーキング・グループとの定期会合、
OJT（On-the-job Training）、JCP（Joint Coaching Program）等の活動が継続的に実施さ
れ、質の高い学生を育成するための連携体制が確立されてきている。 

JADIKワーキング・グループとの定期会合は毎月2回程度開催され、問題・課題の明確
化と対応策の検討・実施に貢献した。また、OJTは就職後のスムーズな業務開始に向け
て卒業年次に8週間、就職予定先で訓練を受けるもので、ここでのパフォーマンスも学
業成績に反映され、指導の対象となる。さらに、2008年に開始されたJCPは、卒業生の
勤務態度等、職業倫理面を含む各種課題にSJAHIとJADIKが連携して取り組む必要性が
認識されたことを受けて立ちあげられた。このプログラムは卒業後6ヵ月間にわたり
JADIKとSJAHIが合同で卒業生の指導を行うもので、2009年2月末時点でJADIK全社にお
ける第一次JCPが完了している。なお、JCP立ちあげにあたっては、SJAHIがJADIKの主
要メンバーであるALJ社の協力を得て準備を行ったうえ、4ヵ月にわたるパイロットプロ
ジェクトを実施してその結果をフィードバックし、現在の形をつくりあげた。このよう

に、SJAHIがJADIKとの連携の下、問題を明確化し、分析し、解決策を考え、関係先を
巻き込みつつ実現してきたという点で、JCPは日常的な学校運営体制が確立したことの
好例といえよう。 

これらに加え、SJAHIの学校運営に係る各種情報へのアクセス向上のため開発された
内部データベースシステムSAS（SJAHI Automation System）が確立され、稼働を開始し
た。対象となるデータは学生の出欠、日程、カリキュラム、教材、学生寮の運営、その

他幅広い情報を含む。このシステム稼働により各種記録・報告作成に係る時間と労力の
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減少が期待されているが、データ入力を担う若手教員にとって負担増加の懸念もある。

システム稼働から間がないため、SASによる効果及び負の影響の有無については引き続
き見守る必要がある。 

 

（２）成果２ 

成果２：学生の試験、フィードバック、及び評価の制度の確立により、学生の質的管

理が可能となる。 

指 標：①実技試験問題の作成状況 

②試験評価制度の改善状況 

③評価結果に基づきフィードバックを行った事例の数 

 

成果２：ほぼ達成された。 

 

指標①は実技試験問題の作成状況となっているが、この指標の適切性には関係者から

疑問が投げかけられている。実技試験問題は基本的に数種の決まった内容から選んで出

すことがこの分野の教育では常識となっており、現地プロジェクト関係者は実技試験問

題の作成・蓄積を意図していなかった。他方、筆記試験問題については幅広い内容に多

くの設問が出されるうえ、再試験、再々試験等も必要に応じ行われる。したがって多く

の問題を蓄積しておき、同じ問題が連続して出題されないよう配慮する必要がある。こ

のためプロジェクトでは単元ごとに目標数を定め、筆記試験問題の作成・蓄積を進めて

きた。その結果、3,642件の問題が作成され、目標の84.5％が達成されている（学年別に
見ると1年生分は99.5％、2年生分は72.5％を達成済み）。 
指標②の試験評価制度の改善状況については、成績評価における実技及び筆記試験の

バランス、成績評価における各試験及び期末試験の採点比重、卒業試験実施規定、単元

ごとの筆記試験問題の通常試験・再試験・再々試験の種類別問題数、各種試験の方針・

手続きについて課題が発見されるごとに見直し、改訂等を行ってきている。 

指標③である評価結果に基づくフィードバックに関しては、プロジェクトでは特に件

数を記録していなかった。これはフェーズⅡ開始時に専門家及びカウンターパートに

PDMの内容が十分説明・共有されておらず、日々のプロジェクト活動においてPDMが意
識されていなかったことによる。しかしながら、前述の第二の指標である試験評価制度

に係る各種規定の整備・改訂は、日常の教育・試験等の結果発見された課題に対応すべ

く改訂されてきたものである。したがって、実質的には試験・成績評価結果に基づくフ

ィードバックにより同制度の見直し・強化がなされてきたと理解できる。 

 

（３）成果３ 

成果３：試験評価の結果に基づく教育内容改善が継続的に実施可能となる。 

指 標：①技術教育内容（カリキュラム、レッスンプラン、テキスト等）の改訂状況 

②SJAHI卒業生に対する継続的なフォローアップ体制の確立 
③学生のニーズ調査実施状況 
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成果３：現時点では計画に比して遅れが見られる。 

 

指標①の技術教育内容（カリキュラム、レッスンプラン、テキスト等）の改訂状況に

ついては、1年生分のカリキュラム及びテキストの改訂が完了している。他方、2年生分
のカリキュラム改訂は75％の完成にとどまり、テキスト改訂は着手されていない。また、
レッスンプランについては1年生分、2年生分ともに未着手の状況にある。 
遅延の原因は、教育内容改訂を担当していたインストラクター2名が相次いで離職し

たこと、2008年11月から日本研修に派遣された2名のインストラクターの業務を代行す
べく他のインストラクターの授業等の負担が増加したこと、及び内部組織改革によりカ

リキュラム改訂担当部署と特別プロジェクトセクションを統合した新部署が設立され、

改訂担当インストラクターがJCP等の他業務に追われたことによる。ただし、これらの
業務はほぼピークを越えたことから、今後状況が好転する可能性はある。 

指標②である「SJAHI卒業生に対する継続的なフォローアップ体制1の確立」について、

プロジェクトではこれまで2007年及び2009年の2回にわたり卒業生へのフォローアップ
調査を実施している。2007年には就職後3年を経過した第1期卒業生に対しフォローアッ
プ調査を行った。この調査では190名の卒業者中93名に接触し、93名中半数以上がJADIK
を去っていることが判明した。これに対し、2009年に行われた卒業生フォローアップ調
査では、第1期生から5期生までの卒業年次別のJADIK各社への就職者数、調査時点（2009
年2月）における残存者数及びその職位別内訳が明確化され、定着率は70％であること
が判明した（英文合同評価報告書 Annex11）。なお、2007年の実施時にはアンケート調
査が機能せず、卒業生の個人的ネットワークを活用してEメール及び携帯電話等を用い
て行う必要があったのに対し、2009年の調査ではJADIK各社にコンタクト・パーソンの
指名を依頼して窓口の一本化を図り、アンケート調査を成功させた。また、本評価調査

でも卒業生あて質問票をプロジェクトよりJADIK経由で配布し、154名から回答を回収し
ている。 

指標③である学生のニーズ調査実施状況については活動が行われておらず、そもそも

プロジェクトにとって予定された活動の一部と認識されていなかった。この理由は、

PDMが日本人専門家を含むプロジェクトチームに共有されておらず、日常の運営管理に
活用されていなかったことによる。 

 

 ３－２－２ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：サウジアラビア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）が国内自動車
産業界の要求に応じるために、教育レベルを継続的に改善できるよう

になる。 

指 標：①学生や整備企業など受益者のSJAHIに対する満足の度合い 
②SJAHIにおける教育レベルの改善方針・計画が明らかになる 
③一定の水準を満たしたSJAHI卒業生の割合 
④SJAHI卒業生の国内自動車産業技術者に占める割合 

 

                             
1 英語版 PDMでは follow-up surveyと表記されている。 
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プロジェクト目標：ほぼ達成された。 

 

指標①「学生や整備企業など受益者のSJAHIに対する満足の度合い」について、今回実施
したアンケート調査及びインタビュー調査（付属資料４．）では、JADIKのSJAHIに対する満
足度は高いことが明らかになった。アンケートに回答したJADIK加盟6社（全8社中）の全社
が、自社で整備士の育成を行うよりもSJAHIで育成する方が「非常に」又は「ほぼ」効果的・
効率的であると回答している。また、6社中4社がSJAHI卒業生の技術レベルをプラスに評価
している一方、職業倫理面は｢あまり満足でない｣とする回答が同数を占めた。他方、卒業生

及び在学生のSJAHIに対する満足度も高く、「大変満足」と「ほぼ満足」の合計がそれぞれ卒
業生80％、在校生87％を占めた。 
指標②「SJAHIにおける教育レベルの改善方針・計画が明らかになる」について、具体的

な改善方針・計画に関する文書は作成されていない。この理由として、PDMがプロジェクト
チーム内で共有されておらず、協力期間終了時までにこれらの方針・計画を策定することが

必要と認識されていなかったことも一因と思われる。ただ、SJAHIマネジメント関係者は今
後も①自動車技術の革新に合わせ、絶えずカリキュラムを改善していくこと、②サウジアラ

ビア人インストラクター増加を図るため、毎年定期的にSJAHI卒業生を新規雇用していく予
定であるとしている。 

なお、プロジェクト目標が「自動車産業界の要求に応じるための教育レベルの継続的改善」

と「継続的に」との言葉を用いて強調していること、日本人専門家の間でフェーズⅡは自立

発展性を高めるための期間と認識されていること等を考えると、指標②は自立発展性確保に

向けたプロジェクト終了後の長期的な方針・計画案の策定を意味していたと考えられる。こ

の場合、後述の評価5項目の分析で有効性と自立発展性の論点が重複することから、評価チ
ームとしてはこの論点は自立発展性で扱うこととして整理した（４－１－５）。 

指標③「一定の水準を満たしたSJAHI卒業生の割合」について、SJAHIの卒業基準を満た
して予定どおり2年間で卒業した最新の卒業生（第5期生2006.9～2008.8）は203名であり、
入学時の人数に対する卒業率は81％となっている。サウジアラビアにおける公立技術短大の
卒業率に関し公式な統計数値は存在しないものの、卒業率35％との報道もあり、SJAHIの卒
業率は同国の類似教育機関と比して高いと推測される。 

指標④「SJAHI卒業生の国内自動車産業技術者に占める割合」については、前述の卒業生
フォローアップ調査（2009年2月）により、第1期から第5期までの卒業生としてJADIKに就職
した943名のうち、現時点でJADIKに勤務している者は657名で、残存率70％であることが明
らかになっている。ただし、そもそもプロジェクト目標は協力期間終了時に達成をめざす目

標であるのに対し、この指標は学生の卒業後の定着率に係るもので、むしろ上位目標の指標

に近い。上位目標である「自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウ

ダイゼーション）の促進」の指標が「自動車整備産業におけるサウジアラビア人テクニシャ

ンの人数及び割合（パーセント）」となっていることからも、本指標はむしろ上位目標の指

標の一部ととらえることが適切であると評価チームは判断した。 
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 ３－２－３ 上位目標の達成見込み 

上位目標：自動車整備技術におけるサウジアラビア人雇用拡大化政策（サウダイゼーショ

ン）を推進する。 

指 標：自動車整備産業におけるサウジアラビア人テクニシャンの人数及び割合（パーセ

ント） 

 

上位目標：ある程度達成されつつある。 

 

上位目標の指標に目標値はないものの、現時点である程度達成に向けて向上が見られるこ

とから、プロジェクト終了から数年後に一定の達成が見込まれる。 

前項で指摘したように、第1期から第5期までの卒業生としてJADIKに就職した943名のうち、
現時点でJADIKに勤務している者は657名で、残存率70％であることが2009年2月の卒業生フ
ォローアップ調査により明らかになっている。2007年度に行われた同調査で、半数以上が離
職していたことにかんがみれば、定着率は向上しているといえる。 

他方、SJAHI卒業後の拘束期間は3年間となっており、これ以前に退職した場合はペナルテ
ィーを支払う仕組みであるが、卒後3年以上経過した者の定着率は46％と低い。ただしバッ
チ別に見ると、卒後3年を経過した第2期生の定着率は59％に達しており、2007年度の調査時
点での第1期生（約40％）に比して上昇が見られる。 
また、JADIK加盟各社より離職しても、JADIKの販売した車両の購入先たる政府関係機関

に整備士等として就職する者や、損害保険会社で車両事故の破損度合いに係る審査に従事す

る者もいるといわれる。これらの人数に関する統計数値は得られていないが、サウジアラビ

ア国自動車産業全体から見れば、彼らもサウダイゼーション率向上には貢献しているといえ

よう。 

また、JADIK加盟各社へのアンケート調査では6社中5社が今後のサウジアラビア人整備士
の需要増を見込んでおり、卒業生の離職率が今後も減少に向かえば、フェーズⅡ終了後のサ

ウダイゼーション率向上を期待することができよう。 

 

３－３ 実施プロセスにおける特記事項 

 特筆すべき点のひとつは、JADIKワーキング・グループの設置と月2回の定期的・継続的な活
動を通じて、SJAHIとJADIKが連携して改善すべき問題・課題を明確化し、実際のカリキュラ
ムや制度の改善につなげてきた事実である。同時にワーキング・グループの議論を通じ、JADIK
各社もSJAHIに関する理解を深め、JADIKの役割に関する認識も深める結果となった。ワーキ
ング・グループとの連携は成果１の学校運営制度の確立にも、教育内容改善自体にも大きく貢

献したといえよう。 

 また、技術革新のテンポの速い自動車業界にあって、日本自動車工業会に代表されるわが国

自動車産業界及びJADIK加盟各社等の関係機関による情報提供、教材提供、実習用車両の寄贈、
短期の訓練受入れ等の協力は、SJAHIのインストラクターと学生の技術レベル向上に極めて大
きな役割を果たした。 

 なお、活動の進捗状況については、成果３に関する教材やレッスンプランの改訂等を除き、

多くの活動がほぼ予定どおり実施されている。ただ、前述のとおり、活動の結果、成果の指標
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として期待されていた記録等の一部は、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）が日
常運営管理ツールとして共有されていなかったために活動から抜け落ち、指標も得られていな

い部分が散見された。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ 評価5項目に基づく調査結果 

 ４－１－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

第一に、本プロジェクトの目標は、ターゲット・グループ及び受益者のニーズと合致して

いる。過去の報告書等関連文書ではターゲット・グループが必ずしも明確化されていないが、

本プロジェクトの主要な受益者にはサウジアラビア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）、
サウジアラビア人青少年、日本車輸入代理店協会（JADIK）等があげられる。このうち、プ
ロジェクト目標が質の高い整備士育成のためのSJAHIの機能強化を意図していることから、
本プロジェクトのターゲット・グループはSJAHIであると日本側調査チームは判断した。カ
ウンターパートの認識からSJAHIにとって継続的に教育レベルを向上させる組織能力向上へ
のニーズは現在も高く、プロジェクト目標はターゲット・グループのニーズに合致している

といえる。 

また、プロジェクトがめざす方向性は、整備士を志すサウジアラビア人青少年のニーズに

合致している。その主な根拠として、①サウジアラビアにおける急激な人口増加により若年

層の失業率が極めて高いこと、②SJAHIで整備士訓練を希望する入学希望者数が2005年の
1,355名から2008年の7,155名2と激増していること、の2点をあげることができよう。 
さらに、JADIKへのアンケート調査において、回答した6社のすべてがSJAHIによる新人サ

ウジアラビア人整備士の育成を自社独自の育成より「非常に」又は「ほぼ」効果的・効率的

であると回答しており、 SJAHIによる整備士育成はサウジアラビア国内自動車産業界
（JADIK）のニーズにも合致しているといえる。 
第二に、本プロジェクトの目標はサウジアラビア政府の政策上の優先順位とも合致してい

る。第8次国家開発計画（2005～2009）に掲げられたサウダイゼーションは、現時点でも同
国の最重要政策の1つであり、自動車産業界では現在35％以上のサウジアラビア人雇用が義
務づけられている。また、技術教育は深刻化するサウジアラビア人青少年の失業問題の改善

のために極めて重要な分野の1つとして同国政府により認識されている。 
第三に、プロジェクトの方向性は、わが国の援助方針との整合性も高い。ODA中期政策

（2005年）では人づくり支援の重視が、JICAの国別事業実施計画（2006年）や国別案件形成・
審査指針（2008）では職業訓練を含む人材育成及びサウダイゼーション促進支援の重視がそ
れぞれ明示されている。 

ただ、プロジェクトの計画については、「３－２ プロジェクトの実績」でも触れたとお

り、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）のプロジェクト目標の指標の一部に、
本来は上位目標の一部であるべきものが含まれている等、論理的にやや混乱がみられた。 

以上を総合すると、PDMにやや課題はみられるものの、プロジェクト目標及び上位目標が
示すプロジェクトの方向性がターゲット・グループ及び受益者のニーズと合致しているうえ、

サウジアラビアの政策上の優先順位、及びわが国ODA政策とも整合性が高いことから、本プ

                             
2 インターネットによる入学申し込みを可能としたことも入学希望者数の増加に影響している。なお、人数的には未確認ながら、イ
ンターネットによる申込者には受験に至らなかった者も多かったとの声もある。 
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ロジェクトの妥当性は高いと判断される。 

 

 ４－１－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性はやや高い。 

 

既に３－２－２で論じたとおり、プロジェクト目標は一定程度達成されていると判断され

る一方で、成果３の達成状況に遅れがみられる。 

プロジェクト目標に関して、SJAHIに対する受益者の満足度は高い。 JADIK加盟各社 , 
JADIKに勤務する卒業生、及び在校生はほぼSJAHIの教育に満足しているといってよいであ
ろう。なお、JADIK加盟企業に対するアンケート調査では、回答した6社（加盟数は全8社）
中4社がSJAHI卒業生の技術力をプラスに評価しているのに対し、職業倫理・勤務態度につい
ては同数が「あまり満足でない」と回答しており、弱点と見なしていることがうかがえる（付

属資料４．）。他方、インタビュー調査では、SJAHI卒業生の職業倫理は外国人整備士にはか
なり劣るものの、SJAHI以外のサウジアラビア人整備士に比較すると問題はないとの声も聞
かれた。 

「一定の水準に達した卒業生の割合」というプロジェクト目標の指標３はややあいまいで

はあるが、プロジェクト目標は協力期間終了時に達成をめざす目標であることから、所定の

期間でSJAHIの求める一定の水準に達した卒業生の割合として理解された。最新の卒業生で
ある第5期生は入学者数250名中、203名が予定どおり卒業したことから、その卒業率は81％
である。サウジアラビアにおける公立技術短大の卒業率に関し公式な統計数値は存在しない

ものの、卒業率35％との報道もあり、SJAHIの卒業率は同国の類似教育機関と比して高いと
推測される。 

他方、SJAHIがその教育を通じ育成しようとする具体的な整備士像（技術及び能力の具体
的内容とレベル、職業倫理・勤務態度面等）がSJAHI職員間及びSJAHI－JADIK間で必ずしも
十分明確化・共有化されていない面がある。 

プロジェクト目標達成に対する促進要因としては特に、ワーキング・グループの定期会合

が実質的に機能し、成果１のJADIKとの連携に基づく学校運営体制が日常レベルで確立され
たことが大きい。また、成果２の試験・評価制度の確立がほぼ達成されたことも、SJAHIの
絶え間ない「課題の発見と解決」のプロセスによる教育内容改善と、それによる一定の質を

有する定期的な卒業生の輩出につながっている。これらの継続的な改善により教育の質が向

上し、SJAHIに対するJADIK、卒業生、在校生の評価の高さにつながったと考えられる。 
他方、成果３の試験評価結果に基づく教育内容改善の継続的実施が計画に比して遅れをみ

せている点は、プロジェクト目標達成の阻害要因として作用していると考えられる。 

なお、本プロジェクト実施中に、JADIKの強い要望により年間学生数を200名から250名に
増加させたことから、クラス当たりの人数が40名から50名に増えた。現時点では学生の質に
対するマイナスの影響はみられず、試験の成績には影響しないとの分析がプロジェクトでな

されている。他方、インストラクターへのインタビューでは学生1人当たりの実習機会の減
少やインストラクターの目がいきとどかないことによる教育の質の低下への懸念の声も聞

かれた。この点に関する影響については今後も注意深く見守る必要があろう。 
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 ４－１－３ 効率性 

現時点で期待どおりとはいえない。 

 

前述のとおり、成果１の民間との連携に基づく学校運営制度は日常的レベルにおいて既に

達成され、成果２の試験・評価制度もほぼ達成されている。特に成果１ではワーキング・グ

ループの定期的開催を通じて就職後の卒業生の実情とJADIKのニーズがSJAHIに伝わり、教
育の改善につながるとともに、SJAHIに対するJADIKの理解も深め、SJAHIへの協力も促進し
た。 

他方、成果３の教育内容改善については達成の遅れがみられる。この遅れはカリキュラ

ム・教材改訂を担当していた2名のインストラクターの離職、及び内部機構改革によりカリ
キュラム・教材開発の担当部署が新セクション設立のため特別プロジェクトセクションと統

合されて人員不足になったこと、日本研修に派遣された教員のクラスに対応するため代替要

員として他のインストラクターの負担が増えたこと等による。ただし、これらの業務はほぼ

ピークを越えたことから、今後状況が好転する可能性はある。SJAHIは残りの協力期間内に
教材改訂の遅延を取り戻すべく努力するとしており、引き続き見守る必要がある。 

投入に関しては日本側から3名の長期専門家（学校運営/チーフ・アドバイザー、試験・評
価制度、業務調整）が派遣されたが、その人数、指導分野、専門性及び派遣時期は成果達成

に対し適切であったと評価される。 

また、サウジアラビア側の投入として、インストラクターの配置についてもほぼ適切とい

えよう。全インストラクター38名に対し、サウジアラビア人インストラクターは現在12名お
り、32％を占める。外国人インストラクタ―の国籍はインド、フィリピン等である。12名の
サウジアラビア人インストラクター中、6名がインストラクターⅡ（技術短大卒2名を含む）
であり、2名がジュニア・インストラクター（SJAHI第3期生）、4名がアプレンティス・イン
ストラクター（SJAHI第5期生）を務める。SJAHIで教鞭をとるにあたり求められる基礎的な
知識・技術については、インストラクターのほとんどが既に修得済みであるとみられる。他

方、今後の技術革新を反映しつつカリキュラム及び教材を改善していく能力、及び教育者・

技術者としての更なる向上については今後も課題として残っている。 

SJAHIの幹部及び事務スタッフ等の運営管理人材は、現在総員 30名となっている。
Administration Managerが離職したあと、同ポストが空席となっていることもあり、マネジメ
ント人材不足を指摘する声も聞かれた。SJAHIの効果的マネジメントのためには、有能なサ
ウジアラビア人マネージャーの配置が重要と考えられる。 

 

 ４－１－４ インパクト 

強い正のインパクトが発現している。 

 

上位目標である自動車整備技術分野におけるサウダイゼーション推進については、現時点

で達成に向けてある程度向上がみられる。2009年2月の時点で、657名のSJAHI卒業生がJADIK
加盟各社で勤務を続けており、定着率は70％であることが明らかになった。公式な統計デー
タはないものの、サウジアラビア国内の公立技術短大ではSJAHIに比して卒業率がはるかに
低いうえに、卒業後に職を得ることのできない卒業生が多いといわれる。SJAHIの場合、卒
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業率の違いに加え、卒業に必要なレベルの成績を維持できれば入学時から就職先が確保され

るプロジェクトデザインであるため、サウダイゼーション促進の効果が格段に大きい。プロ

ジェクト立ち上げ時の当初計画において、JADIKの協力によりこのような枠組みが成立した
ことが上位目標達成に向けての大きなポイントであったといえる。 

なお、卒後3年以上の卒業生の定着率は46％と低い。ただしバッチ別に見ると、2009年2月
時点で卒後3年を経過している第2期生の定着率は59％であり、前回（2007年末）調査時の第
1期生に比して若干向上している。3年以内の離職者が比較的少ない理由は、拘束期間満了前
に離職すると違約金の支払義務が発生するため、本人に違約金を払える経済力があるか、転

職先が違約金を負担する場合に限られるためとみられる。ちなみに離職する場合の主な理由

として、より給与が高く、勤務時間が短く、休暇期間の長い職場を希望する者が多いといわ

れるが、アンケート調査では上級の学校に進学希望する者が最も多くみられた（複数回答可。

詳細は付属資料４．のとおり）。 

また、今後のサウジアラビア人整備士の需要について、アンケート調査で回答したJADIK
の6社中5社が需用増加を見込んでいる。さらに、卒業生の一部がJADIK各社から離職したと
しても、JADIKの販売した車両の購入先である政府関係機関に整備士等として転職する者や、
損害保険会社で車両破損度の審査を行う者もいるといわれる。これらの人数に関する統計数

値は得られていないが、卒業生がサウジアラビア国内自動車産業界及び関連分野で勤務を続

ける限り、サウダイゼーション促進には貢献しているといえる。 

本プロジェクトはその最新施設や教材、経験あるインストラクターによる英語での教育訓

練等により、サウジアラビアにおける「成功モデル」とし広く認知されている。SJAHIの成
功を受けてゼネラルモーターズ社が既に技術・職業訓練公社（TVTC）との連携による類似
機関を設立したのに加え、メルセデス・ベンツ社も類似機関を設立し開校準備中であるほか、

現代（ヒュンダイ）自動車も現在設立を検討中といわれる。 

さらに、本プロジェクトが政策面でサウジアラビア政府に大きな影響を与えたことも、特

筆すべきインパクトと評価される。SJAHIの成功により政府は官民連携の利点を高く評価し、
サウダイゼーション促進の有効な手段として石油化学、家電製品等の他分野でも導入を実施

又は検討中である。 

そのほか、質の高い卒業生の数が増えるにつれてJADIK各社の意識にもプラスの変化が生
じ、これが更にSJAHIの教育訓練の質的向上に結び付くというプラスのサイクルが生まれた。
ちなみに本プロジェクトはマスメディアを通じ「サウジアラビアにおける技術訓練の成功モ

デル」として広く知られるようになっており、国内外より人づくりのヒントを求めて多くの

訪問者が訪れている。在学生のインタビュー調査においても、入学志望のきっかけとして、

ラジオやテレビでSJAHIの存在を知って応募したとの声も聞かれた。 
なお、負のインパクトの発現は特段みられなかった。 

 

 ４－１－５ 自立発展性 

本プロジェクトの自立発展性は中程度と評価される。 

 

 ＜政策面＞ 

サウジアラビアでは急激な人口増加に伴う若年層の失業率増加に歯止めがかからず、第8
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次国家開発計画（2005～2009）に示されるサウダイゼーションは依然として同国政府にとっ
て最重要課題と認識されている。第9次国家開発計画の内容に関する具体的情報は入手でき
なかったが、関係者の認識、及び現在同政府がサウダイゼーション促進に向けてSJAHIと類
似の官民連携案件拡大に強い関心を寄せていることから、プロジェクト終了後もサウダイゼ

ーションの方向性が維持される可能性が高い。同様に、サウダイゼーション促進の手段とし

て技術教育分野の有益性が、政府に強く認識されている。 

 

 ＜技術面＞ 

インストラクターへの基本的な技術移転はほぼ終了しているとみられる。自動車技術の革

新及びJADIKのニーズ・要望に合わせてカリキュラムやテキストその他の教材等を改善して
いく能力は次の課題であろう。また、インストラクターとして、教育者としての継続的な自

己改善も引き続き課題となる。 

プロジェクト終了後もSJAHIがサウジアラビア国内自動車産業のニーズに応え続けるため
には、引き続きJADIK及び日本の自動車産業界との連携が重要である。SJAHIの真の自立に
向けてJADIK及び日本の自動車産業界が話し合い、今後の支援・連携の形について検討する
ことが望まれる。 

 

 ＜財政面＞ 

サウジアラビア政府がサウダイゼーション及び技術教育・職業訓練における人づくりを今

後も重視する見通しが強いことから、本プロジェクト終了後もSJAHIに対し引き続き政府が
Human Resources Development Fund（HRDF）を用いた支援を行う可能性は高い。また、JADIK
による奨学金はSJAHIの存続にとって今後も不可欠である。アンケート調査の結果から、
JADIK加盟各社のほとんどが今後もSJAHIとの連携を望んでおり、プロジェクト終了後も同
奨学金を継続的に得られる可能性は高いと評価される。 

他方、SJAHIの性格上、実習用車両の大規模な更新が一定の年数ごとに必要となるが、こ
れに係る減価償却を踏まえた中長期的財務計画は策定されておらず、将来に向け不安材料を

残している。 

 

 ＜社会面＞ 

SJAHIの効果が認められた結果、サウジアラビア自動車産業界において類似の技術教育機
関が設立されている。さらに、現在建設中又は計画中のものもあり、今後は質の高い入学者

の確保に関し競争が激化するおそれもある。SJAHIの優位性・独自性を明確化して差別化を
打ち出すことが望まれる。 

 

 ＜組織面＞ 

既に述べたとおり、日本車の整備工場で働く新人整備士を年間200～250名輩出するための
基本的な体制は、日常レベルにおいてはほぼ確立されている。また、日々の学校運営のなか

で問題・課題を明確化し、問題を分析して改善策を生み出し、必要な調整を行って実行して

いくというサイクルもほぼできあがっており、今後もこの点では大きな問題はないものと考

えられる。インストラクターへの技術移転のしくみも、JADIK及びわが国自動車産業界の支
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援によりほぼ確立されたとみられるが、今後も引き続き連携の維持が望まれる。 

他方、長いスパンでのインストラクター育成計画等、中長期的ビジョンに基づくマネジメ

ント戦略は策定されていない。また、SJAHIがその教育を通じ育成しようとする具体的な整
備士像（技術及び能力の具体的内容とレベル、職業倫理・勤務態度面等）がSJAHI職員間及
びSJAHI－JADIK間で必ずしも十分明確化・共有化されておらず、今後の方向性に課題を残
している。 

 

４－２ 結 論 

プロジェクトの立ち上げ段階で両国政府及びJADIK、日本自動車工業会の四者による官民連
携が適確にデザインされ、かつ実施中を通じこの連携が適切に機能し続けたことが、高い妥当

性と強い正のインパクト発現に結びついたといえる。また、SJAHIがJADIKのニーズを踏まえ、
毎年質・量ともに一定レベルを満たす卒業生を輩出できていることから有効性はやや高いと評

価されたが、その促進要因もプロジェクトとJADIK及び日本側自動車産業界との連携がプラス
に機能したことが大きい。効率性については教材改訂等、教育内容改善の遅れの影響を受けて

課題を残したものの、JADIKとの連携に基づく日常レベルの学校運営体制及び試験・評価制度
はほぼ確立されており、官民連携がプラスに機能したことが、評価5項目中4項目に対しプラス
の影響を与えている。 

今後の見通しについて、自立発展性には正負両面の要素がみられるため、中程度と判断され

た。政策面及び財政面での自立発展性は高い一方、SJAHIが育成すべき具体的な整備士像の明
確化・共有化や、インストラクターの人材育成計画、実習用車両の大量更新に係る減価償却を

含む財政計画等、中長期的ビジョンに基づく運営管理は今後の課題といえる。 
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提 言 

以上の分析を基に、終了時評価調査団（双方）はサウジアラビア・日本自動車技術高等研修

所（SJAHI）が今後（本プロジェクト終了まで及び終了後）に次の対応をとるよう提言事項と
して取りまとめ、評価レポートに盛り込んだうえ、合同調整委員会（JCC）に報告した。 
 

【プロジェクト期間中】 

（１）教材及びレッスンプランの改訂 

成果３に関し、カリキュラム、レッスンプラン、教材の改訂は遅れが生じている。より

具体的には、1年生のカリキュラム及び教材の改訂は完了している。2年生については、カ
リキュラム改訂は2008年8月までに75％が完了しているが、教材の改訂は未着手である。
レッスンプランについては、改訂作業がまだ着手されていない。 

2009年3月に日本政府の支援により訓練車両等の機材が更新されたが、これら新たな機
材を用いて来学期を順調に開始させることができるよう、SJAHIはプロジェクト終了まで
に上記の改訂を完了させるべきである。 

 

（２）SAS（統合データシステム）の影響のモニタリング 
（学生の出欠・成績等の評価データを一元管理する）SASの導入は、（まだ半年程度の経

過のため）その正負の影響を評価するには時期尚早であるが、効果的に学生を管理するの

に有効とみられる。SJAHIは、インストラクターの（入力作業等の）負担を軽減し、効率
的にシステムを運用できるよう、引き続きそのインパクトをモニタリングするとともに、

バックアップシステムの改善等を行うべきである。 

 

【プロジェクト終了後】 

（１）学生数増加やカリキュラム変更の影響のモニタリング 

年間学生数の200名から250名への増加は、学生の質にマイナスの影響を与えている様子
は現時点でない。また、SJAHIはカリキュラムの変更を行ってきており、95台の更新訓練
車両の供与を受けたばかりである。 

SJAHIは、こうした変化と学生への影響について引き続きモニタリングして、フィード
バックを得て訓練の改善を継続すべきである。 

 

（２）卒業生の定着率の増加 

評価時点でSJAHI卒業生のJADIK各社での定着率は全体で約70％であるが、卒業後3年以
上を経過した卒業生の定着率は約46％である。長期的に卒業生の定着率を改善することは、
JADIK各社のニーズに応えるうえで大きな課題である。 

SJAHIは、卒業生の長期的な離職率を低減させるよう、JADIKとともに卒業生の状況を
フォローし、離職の背景を分析すべきである。また、新たに導入した職業倫理プログラム

が離職率や卒業生の職務態度に与える影響をモニタリングすべきである。 
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（３）中長期計画の策定 

SJAHIは、日常的・定型的な学校運営システムは確立しているが、具体的な将来計画は
必ずしも有していない。 

類似の訓練機関が増加するなかで、学生の獲得競争は今後激しくなるかもしれず、SJAHI
は高い評判を維持することに加えて、自動車整備士の訓練という観点で学生獲得市場にお

けるその位置づけを明確にすることが重要となる。 

自立発展性を強化するために、SJAHIは以下の項目を含んだ中長期の運営計画を策定す
べきである。 

① 方向性・位置づけ 

・SJAHI及び訓練生の強みの明確化  
・訓練生の要求水準（技術のレベル・タイプ、優位性、職業倫理等）の明確化 

② 目 標 

・具体的な指標に基づく中長期目標の設定  
③ 目標達成手段 

・人事配置・組織体制に係る計画 
・インストラクターの育成計画（いかに経験豊富なサウジアラビア人インストラクタ

ーを確保・養成するかを含む）  
・更新を含む、必要となる施設・機材とその獲得方法の明確化  
・施設・機材の減価償却費や更新費用を反映した長期的な財務分析 

 

５－２ 教 訓 

（１）官民連携による人材育成のありかた 

官民連携で教育訓練所を設立して人材育成プロジェクトを計画する際は、育成すべき人

材の卒業後の状況やニーズからプロジェクトの枠組みを考えることが肝要である。特に所

定の水準をクリアした卒業生が卒業と同時に民間セクターに採用される体制をプロジェ

クト開始時から整えておくことが、育成された人材が民間セクターで十分活用され、社会

に変化を与えていくうえで極めて有効といえる。 

また、実施中にも卒業生受入先との協働体制を構築・強化することが、卒業生の強み・

弱みと企業側ニーズを適確に把握し、連携して対策を立て実行していくために重要である。

これが教育訓練の質を向上し、自立発展性を高める鍵となる。 

 

（２）PDMとプロジェクト・マネジメント 
スムーズかつ現地プロジェクト関係者にとっても困惑のない評価のためには、プロジェ

クトの運営管理ツールであるプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）を関係者が
理解し、共有化しつつ活動を実施することが必要である。 

PDMを形骸化させないためには、PDM策定時に先方の主要関係者に内容理解を図るとと
もに、日本人専門家の赴任時にもPDMの内容及び活用方法につき十分な説明を行い、ツー
ルとして機能させるべきである。 
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第６章 調査団所見 
 

６－１ 団長所見 

（１）SJAHIの自律的な運営 
2001年の日本官民によるサウジアラビア・日本自動車技術高等研修所（SJAHI）への協

力開始以降8年が経過しようとしており、日本自動車工業会及び日本車輸入代理店協会
（JADIK）の多大な協力の下、JICAの技術協力が実施されてきた。当初の協力期間の5年
ではSJAHIの運営体制の確立、施設・機材の管理体制の確立、教員の育成等について協力
が実施され、2006年から開始されたフェーズⅡでは、フェーズⅠの終了時評価の際に強化
が必要とされた、民間企業と連携して学校運営する仕組みを確立すること、試験とその結

果をフィードバックする仕組みの確立、教育内容を継続的に改善する仕組みの構築等を通

じて、「SJAHIが国内自動車業界の要望に応え継続的に教育水準を向上させる体制を確立す
る」ことを目的に実施された。 

今回の調査において、JADIK加盟各社との定期的な協議の実施、試験制度の改善、卒業
生に対するフォローアップ制度（Joint Coaching Program：JCP）の導入、職業道徳（Work 
Ethics Program）の授業の導入など多くの改善の取り組みがなされていることを確認した。
これらは、専門家やインストラクターの指導により5Sやカイゼン運動が教室内で実施され
ていることや、JADIK加盟各社がSJAHIの教育レベルの向上に協力的であることから実現
しているものと思われる。これらの改善が実施されていることからも、SJAHIの自律的な
運営は実現しているものと判断され、自律的な教育レベルの向上を実現できるものと思わ

れる。 

 

（２）長期計画策定の重要性 

一方で、SJAHIの中長期的な戦略については、SJAHI経営陣及びJADIK加盟各社間で共通
認識が形成されていないものと思われる。中長期的な目標を設定しないままいろいろな改

善を行ったとしても、場当たり的なものとなってしまう可能性は否定できず、できるだけ

早期の戦略策定が必要であると思われる。 

その際、2年間の教育で実現することができる技術レベル、JADIK加盟各社が期待する技
術レベル、JADIK加盟各社が有している社内の教育制度・資格制度との連携、SJAHIが現
在訓練を行っていない技術分野（例えば板金・塗装）の必要性などを踏まえて、JADIK加
盟各社と意思の疎通を図って行くことが重要であると思われる。 

また、長期計画策定の際には、既にSJAHIに定着しつつある5S、カイゼン運動に代表さ
れる日本的な企業運営をサウジアラビア側に伝えるという観点を考慮する必要があるも

のと思われる。 

 

（３）英語による教育の重要性 

SJAHIにおいては、技術訓練は英語により実施されている。SJAHIに入学する学生の英
語レベルは低いため、技術訓練に先立ち2ヵ月間の語学集中研修を実施している。単に授
業の効率だけを考えれば、アラビア語で授業を行った方が効率的であるが、SJAHI関係者
の聞き取りを通じて英語による訓練は、以下の点で有利であることが判明した。 
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●卒業後配属されるJADIK加盟各社の修理工場では、技術資料が英語で記載されている
ことから、新しい技術の習得に英語が必須であること。 

●修理工場では、外国人労働者が多数を占めており、同僚との意思疎通に英語が必要で

あること。 
特に後者については、修理工場の管理者に外国人労働者が多く、職場になじむという点

からも英語で意思疎通ができるということは、重要であると思われる。なお、後者につい

ては、外国人労働者が多いサウジアラビア特有の条件と思われるが、前者については、英

語で記述された技術資料を読みこなすことは、他国の技術訓練においても重要な要素であ

ると思われる。 

 

（４）卒業生の追跡調査の実施 

プロジェクトが2008年に実施した卒業生の追跡調査において、SJAHIの1期生が、卒業3
年後に60％がJADIK加盟各社を退職していることが判明したが、2009年に実施した調査で
は、1期生の卒業4年後の退職率は更に上昇して69％（2期生の3年後の退職率は41％であっ
た）。 

サウジアラビアにおける修理工層の転職率がどの程度になるかは資料がないものの、多

大の費用をかけて育成した整備要員が早期に退職することは、JADIK加盟各社にとっても
大きな損失であり、JADIK加盟各社は配属替えを行ったり、SJAHI卒業生担当職員を任命
し卒業生からの各種相談に応じたりする仕組みを設けつつある。 

合同調整委員会（JCC）の席上トヨタ販社の代表から、｢トヨタ販社のSJAHI卒業生の30％
が退職したが、25％（退職者の83％）は政府機関の自動車整備場で働いている｣との発言
があったが、JADIK加盟各社全体での追跡調査は実施されていない。このため、退職者を
追跡調査し、その後の就職先や、退職理由などを把握することにより、退職者を減らす対

策を立案することは重要であり、その旨、評価報告書の提言に記載した。JCCにおいても
この点については賛同を得られ、政府の社会保険データベースや市民の登録データベース

を利用して、退職者の追跡が可能であるとの提案があった。 

 

（５）官民連携の先行事例として学ぶべき点 

今回のSJAHIに対する協力は、現在JICAが推進している官民連携の先駆けともいえるも
のであり、プロジェクト形成、運営の各段階で参考になるものと思われる。サウダイゼー

ション（サウジアラビア人化）の義務や、サウジアラビア政府からの多額の資金援助など

サウジアラビア特有の状況や職業訓練というSJAHIプロジェクトの性質もあると思われる
が、以下の点が今後の参考になるものと思われる。 

●卒業生の就職先の確保と就職先のニーズに合致した研修の実施  
●資金面、運営面を含めた就職先の関与の確保  
●民間企業が有する技術訓練のノウハウの活用  
●高いレベルの教員の確保  
●英語による訓練  
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６－２ 技術団員所見 

 ６－２－１ 技術協力行政 

（１）SJAHIの｢カイゼン｣能力について 
前述の団長所感にもあるとおり、調査の結果SJAHIに長期的な運営計画が明確に定め

られておらず、課題として書かれている。しかし、終了時評価調査の過程で、これまで

様々な課題に対応するため、SAS（SJAHI Automation System：学生の出欠・成績等の評
価データを一元管理する統合データシステム）や職業道徳（Work Ethics Program）の導
入を行うなど、より多くの｢カイゼン｣を行ってきた。このような目の前に解決すべき問

題が起きた際に対応する能力は開校時より成長してきており、非常に目を見張るものが

ある。 

実際、多くのODA対象国を見ると、製造技術等の基本である｢カイゼン｣を根付かせる
ことは、対象となる技術者の性格やその国の文化に影響されることもあり非常に難しい。

ところがSJAHIは目の前の問題を解決する「小さなカイゼン」能力を身につけており、
繰り返し行っている。この点を見る限り長期的な運営計画を定めるという「大きなカイ

ゼン」を行うための能力は既に備わっていると考えられ、開校時からの経験を生かし、

より優れた長期計画を作成して頂きたい。 

 

（２）SJAHIの学生に対する指導力について 
今回の終了時評価調査において、SJAHIでの指導力が非常に優れていることが確認で

きた。 

SJAHIの在校生やワークショップで働く卒業生、またワークショップのマネージャー
等へのアンケートやヒアリングの際、SJAHIの自動車整備の技術指導や卒業生の能力の
高さが非常に評価されていた。なかでも、SJAHIの長所として、英語による指導が顕著
にあげられている。そして調査のなかでSJAHIの学生は入学した時点で英語ができる者
はわずかだと聞いた。これはSJAHIによる英語の指導力が非常に優れていると考えられ
る。ワークショップ内のマニュアルの多くは英語で書かれているものも多く、また応対

する客も外国人が多い。この語学力に加えて自動車整備の技術力をもった卒業生は、ワ

ークショップ内でも即戦力になっている者も多いという。 

しかし、裏を返せば英語があまり得意でない学生もいるという。この点に関しては、

今後は前述したSJAHIの持ち前の｢カイゼン｣能力により指導方法を改良し、将来は卒業
生すべてが英語を使える状況にして頂きたい。 

日本ならではの学習指導方法は凡庸な技術をすべての者に広める、｢落ちこぼれをつ

くらない｣学習指導方法であり、欧米の学習指導方法は多くの学生より優れた者を抽出

する｢スペシャリストを育成する｣学習指導方法である。この点より、日本の教育方法で

指導しており、高い卒業率を維持しているSJAHIでは可能なことであると考えている。 
 

 ６－２－２ 自動車産業政策 

（１）自動車産業政策におけるSJAHIの意義 
自動車産業における自動車整備や保守メンテナンス等のアフターサービスは、自動車

販売を行ううえで欠かせない業務である。 
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現在、サウジアラビアでは、JADIKメンバー各社が、サウジアラビア国内で自動車販
売店を増やしているため、毎年、多くの販売スタッフや販売店に隣接する整備場（ワー

クショップ）のアフターサービス・スタッフを採用しているが、トレーニングに十分手

が回っておらず、現状に追いついていない状況である。 

そうした状況のなか、SJAHIが数年間にわたり多くのサウジアラビア人のアフターサ
ービス・スタッフを育成してサウジアラビア国内の販売店や整備場に輩出してきたこと

は、JADIKメンバー各社の人材育成を補完し、消費者（ユーザー）に対するサービスを
向上させ、サウジアラビアの自動車産業の更なる発展に貢献しており、意義は大変大き

い。 

また、SJAHIからの多くのサウジアラビア人のアフターサービス・スタッフが自動車
アフターサービス分野に輩出されることにより、サウジアラビア政府が進めているサウ

ダイゼーションにも合致し、サウジアラビア国内の雇用促進にも寄与している。 

さらに、自動車分野は、サウジアラビア政府が進める産業クラスター計画の重点分野

の1つであり、2008年10月に、サウジアラビア政府が正式にSJAHIを日本サウジアラビア
産業協力タスクフォースのプロジェクトとして位置づけている。 

以上から、SJAHIはサウジアラビアの自動車産業の発展及び雇用促進に大きく貢献し
ており、自動車産業政策上の意義は大きい。 

 

（２）今後の課題 

現在は上記（１）状況のとおり、SJAHIはJADIKメンバー各社と連携し、民間分野を
補完する関係にあり、その存在意義は大きい。しかしながら、今後、サウジアラビアで

も市場の成熟や景気後退などにより、JADIKメンバー各社がサウジアラビア国内で自動
車販売店をそれほど増やさなくなる可能性もある。そうした場合、JADIKメンバー各社
のSJAHIに対するニーズ、JADIKメンバー各社が行う人材育成とSJAHIが行う人材育成の
補完関係に変化が生じる可能性がある。フェーズⅠではSJAHIの立ち上げ、フェーズⅡ
ではSJAHIの自立的発展が図られたが、現状や数年先の状況を想定し、引き続き適切な
目標設定やそれを実現するための事業計画を策定する必要がある。 

 

 ６－２－３ 学校運営 

SJAHI開校以来7年半が経過し、これまで第1～5期の卒業生を輩出してきた。卒業生の就職
先であるJADIK各社においてもSJAHI卒業生に対する評価は相対的に高く、本事業は官民合
同プロジェクトとして、日本・サウジアラビア両国政府関係者からも高く評価され、サウジ

アラビア政府からは官民連携のモデルプロジェクトとしても位置づけられている。 

このようにSJAHIは関係者から高い評価を得ており、今回のフェーズⅡ終了時評価調査に
おいても「日常的な課題に対応して改善を行う学校運営は可能である」との評価ができるこ

とから、今後、ますます関係者の評価が高まってくることが期待される。 

一方で本プロジェクトのプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）にてフェーズⅡ
終了後の成果として求められている「サウジアラビア側民間セクターとの効率的な連携に基

づく、自立的な学校運営体制が構築される」という観点で評価すると、現時点でこれらの成

果が得られているとはいい難いのが実情である。また、何か問題等が生じた場合、まず日本
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人専門家や日本側カウンターパートに頼ってしまう場面も散見されることから、SJAHI幹部
の自立化に対する意識も希薄であると思われる。 

JICAによるSJAHI支援は2009年8月末をもって終了し、2009年9月から2013年3月までは経産
省主導の新しいスキームによる支援が予定されていると聞いている。したがい、SJAHIには
次のフェーズ中に自立化に向けた礎を築くことが求められている。 

今後、SJAHIが自立・発展してゆくためには、まずは以下の計画・体制をつくり、重点的
に取り組むことを提言する。 

① 「機材更新計画」（自らの費用で継続的に実施することが可能） 

② 「人材育成計画」（学生の定員、サウジアラビア人/外国人インストラクターの配置、

JADIKとの人的交流など） 
③ 上記①②を着実に実行するための組織の構築 

 

本プロジェクトは官民連携の成功例として、日本・サウジアラビア双方で取り上げられる

ことがあるが、これは両国の官民四者が連携し、真摯に取り組んできた結果であると理解し

ている。このような官民連携プロジェクトを円滑に推進してゆくためには、このような取り

組みが不可欠であり、本プロジェクトの残された課題であるSJAHIの自立化に向けた取り組
みについても、関係者が密に連携し、支援を行うことが重要であると考える。 

日本自動車工業会としては、SJAHIの安定的な運営及び更なる自立化の推進をめざし、次
のフェーズにおいても引き続き側面支援（日本人専門家の推薦、カウンターパート研修の受

入れ）を行ってまいりたい。 

 

 ６－２－４ 試験・評価 

今回の調査にて座学試験の作成が8割以上進捗しており、また試験結果のフィードバック
から試験・評価制度は継続的に改善されていることが分かった。しかしながら、カリキュラ

ムの改訂に遅れが生じていることも判明した。これは2名のインストラクターが辞任したこ
とが大きな原因であるが、それに加え依然として再試験・補講がインストラクターにとって

大きな負担となっており時間的余裕がないことによるものだと考えられる。 

各学生は入学時からスポンサーが決まっており、一定の財政負担を受けているためSJAHI
はなんとかして学生を卒業させなければならないという背景が手伝って、再試験・補講等の

手厚いサポートが行われている。この再試験・補講がインストラクターにとって大きな負担

となっており、指導要領・カリキュラム・教材の改訂遅れの一要因となっている。 

「不合格者を減らすこと」「出席率を上げること」が再試験・補講を減らし、インストラ

クターの負担を軽減することにつながるのだが、改善策としてSJAHIでは小テストを実施し、
宿題を義務づけることで知識の定着化を図っている。そして小テストと宿題を成績にカウン

トし、出席の配点を全体の10％から15％に引きあげることで“授業に参加すれば合格できる”
という仕組みづくりがされている。一方、“遅刻する”、“サボる”など授業態度の悪さが一

部の学生に見られているが、Work Ethics Programを新たに実施することで授業態度の改善を
図っている。この授業態度の悪さはサウジアラビアという国の事情もあるのかもしれないが、

目的意識が明瞭化されていない学生もやはり一部いるようで、学生のモチベーション管理も

重要になってくると思われる。 
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上記の対策がとられ、改善は見られてはいるものの、まだ負担は過大であることがインス

トラクターからのヒアリングで判明した。ただ、授業に出席すれば合格できるという仕組み

づくりはされているので今後は学生をいかに積極的に授業に参加させることができるかが

課題になっていくであろう。この課題に対して以下のように提言する。 

 

（１）出席配点の引き上げ 

出席の配点は既に全体の15％まで引き上げられているが、それでも改善が見られない
場合は20％まで引き上げることにより出席の重要さを認識させ、出席を促すのもひとつ
の手段になると思われる。 

 

（２）入学試験の英語の配点/難易度の引き上げ 

学生、インストラクターからのヒアリングを通して新入生の英語のレベルはあまり高

くないことが分かった。入学後、順調に英語力を伸ばすことができる学生がいる一方で、

その逆の者たちもいる。授業が英語で行われているSJAHIでは、英語が得意ではない学
生たちにとってついていくのが厳しくなり、モチベーションが下がっていくことは容易

に想像できる。こういう学生たちが成績不良や出席率の低下に貢献しているのかもしれ

ない。そこで、入学試験の英語の配点、及び難易度を上げることで、授業に十分ついて

いけるだけの英語力をもつ学生をより多く選出することが必要だと思われる。 

 

（３）入学後、早期段階でのインターンシップの実施 

学生からのヒアリングを通して、一部の学生は目的意識がはっきりしていないことが

分かった。そこで入学後の早期段階でインターンシップなど現場に触れる機会を学生に

提供することができれば、自身がどういう整備士になりたいのか、整備士になるために

は何が必要なのか、など“気づき”が生まれるはずである。それによって学校に通う目

的意識が明瞭化し、積極的に授業に参加する学生の増加につながると思われる。 

 

以上の提言により、出席率の改善や不合格者の低減につながり、インストラクターの負担

が軽くなることで指導要領・カリキュラム・教材の改訂が進み、教育の質の向上に寄与する

と考える。 
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サウジアラビア王国 自動車技術高等研修所（SJAHI*）フェーズ２ 終了時評価調査 
2009年 3月16日時点 

評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 評価結果 

 
妥当性 

プロジェクト目標はターゲット・
グループのニーズに合致し、ター
ゲット・グループのニーズは高い
か(ターゲット・グループの確認) 

過去のプロジェクト関連
記録、専門家・C/Pの認
識 

・本プロジェクトのターゲット・グループは、過去の関連報告書等で明確化されていないが、本プロジェク
トが質の高い整備士育成を行えるようSJAHIの機能強化をめざすものであると考えられるため、ターゲッ
ト・グループはSJAHIと認識された。 
・C/P等の認識から、SJAHIが教育レベルを継続的に改善できるようになることへのSJAHI自体のニーズ
は現在も高く、プロジェクト目標はターゲット・グループのニーズに合致している。 

 自動車整備士育成は、サウジアラ
ビア人若年層のニーズと合致して
いるか 

SJAHI入学志願者数、 
在校生、卒業生の認識 

・整備士を志すサウジ人青少年のニーズは、次の理由により高い。１）急激な人口増加により、若年層の失
業率が依然として高い、２）SJAHIの入学志願者数が急激に増加している(2005年の1,355人から、2008
年には7,155人へ)。 

裨益者ニーズ
との整合性 
 
 
 

SJAHIによる整備士育成は、サウ
ジアラビア自動車産業界のニーズ
に合致しているか 

現地自動車産業界関係者
の認識 

・SJAHIによる訓練は、以下の理由により国内自動車産業界のニーズに合致している。１）サ国のサウダイ
ゼーション政策により、自動車産業界は現在、従業員の35%以上のサウジ人を雇用する義務があり、違反
すると外国人労働者の労働許可が停止される。目標値は名年5%上昇される見込のため、企業ニーズを満た
すサウジ人雇用の増加について、各企業は常にプレッシャーにさらされている。２）アンケート調査の結果、
JADIK加盟各社の殆どは自社による育成よりもSJAHIによるサウジ人整備士育成をより効果的・効率的と
みなしている。 

サウジアラビア人雇用拡大化政策
（サウダイゼーション）の優先度
は高いか？ 

サウジアラビア国家政策
（サウダイゼーション）
TVTCの認識 

・第８次国家開発政策(2005-2009)に示されるサウダイゼーションは、依然としてサ国の最重要政策の一つ
となっている。サウダイゼーション政策のため自動車産業界の各企業は、従業員の35%以上のサウジ人の
雇用を義務付けられている。 

サウジアラビ
アの国家政策
との整合性 

国家計画において技術者育成はど
のように位置づけられているか？

サウジアラビア国家開発
政策、産業政策・制度 

・技術者育成は若年層の失業問題解決に向けての有効な手段とサ国政府に認識されており、サ国の政策にお
いて現在も重視されている。TVTCの「一般/技術／職業訓練」に一定の予算配分がここ数年確保されてきた。 

日本の対サウジアラビア援助政策
等との整合性 

日本の対サウジアラビア
援助政策 

・我が国ODA方針との整合性は高い。ODA中期政策(2005年)では人造り支援の重視が、JICAの対サウジ
国別事業実施計画(2006年)や国別案件形成・審査指針(2008)では職業訓練を含む人材育成及びサウダイゼー
ション促進支援の重視がそれぞれ明示されている。尚、サ国は2008年にDAC対象国リストから外れたが、
日本の外交政策上は依然重要な位置を占めている。 

 

日本の援助政
策との整合性  

官民連携アプローチの日本の援助
政策・方針との整合性 

日本の援助政策・方針に
おける官民連携の位置づ
け 

・官民連携と我が国援助方針との整合性は高い。ODA中期政策でも示される通り、ODAと民間セクター、
及びODAとOOFの連携強化の方向が謳われている。 

Administrator
３．評価グリッド結果表
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評価設問 ５項目 
 大項目 小項目 

必要なデータ 評価結果 

官民連携アプローチは、SJAHI
が教育レベルを継続的に改善で
きるようになるために適切な選
択であったか。また、サウジ国内
自動車産業界にとっても適切な
選択であったか。 

過去のプロジェクト関連
記録、TVTC, 専門家・C/P
の認識、現地自動車産業
界の認識 

・官民連携アプローチは、次の点で極めて適切な選択であった。１）卒業生の失業リスクの低減、２）技術
革新のテンポの早い自動車産業界における技術教育レベルの維持。 
・また、サウダイゼーション比率を向上させ続けねばならないサウジ国内自動車産業界於にとって、ニーズ
にあった新人サウジ人整備士を毎年確保する手段として、プロジェクトとの連携は適切であったといえる。 

 
妥当性 
（続き） 

手段としての
適切性 

日本の技術の比較優位は高いか 
 

プロジェクト関連記録そ
の他、TVTC, SJAHI、専
門家の認識、現地自動車
産業界の認識 

・日本の自動車技術は世界最高水準を誇り、2007年の乗用車・商用車の販売台数は世界第1位であった。
その技術に関する比較優位は、プロジェクト関係者間での共通認識となっている。 

 
有効性 

プロジェクト
目標の達成 

SJAHIはサウジ国内自動車産業
界の要求を満たすよう、教育レベ
ルを継続的に改善できるか 
（設定されたプロジェクト目標
の指標は妥当か） 

国内自動車整備工場の
SJAHIへの満足度、学生
のSJAHIへの満足度、 
SJAHIの教育レベルの改
善方針・計画、一定の水
準を満たしたSJAHI卒業
生の割合、卒業生の国内
自動車産業技術者に占め
る割合、TVTC関係者、
国内自動車産業界の認
識。専門家・C/Pの認識

・JADIKのSJAHIに対する満足度は高い。JADIKに加盟する全８社中６社がアンケートに回答し、６社全
てが、自社でサウジ人整備士を育成する場合に比べSJAHIで育成する方がより効果的・効率的であると回
答した。JADIKのSJAHI卒業生への見方として、技術レベルはプラスに評価する会社が多い一方、職業倫
理・勤務態度についてはあまり満足していない傾向が見られる。 
・SJAHIの卒業生及び在校生のSJAHIへの満足度は高い（アンケート調査、インタビュー調査）。 
・SJAHIの教育レベルの改善方針・計画については入手できなかった。尚、SJAHI幹部は、今後も１）自動
車技術の革新に合わせ、継続的にカリキュラムを改訂する、２）毎年優秀な卒業生をコンスタントにインス
トラクターとして採用し、サウジ人インストラクターを増加させる予定であるとしている。 
・「一定の水準を満たしたSJAHI卒業生の割合」についてはやや定義が不明確である。また、SJAHIとして
育成すべき具体的整備士像が必ずしも明確化・共有化されていない面もある。これをSJAHIの卒業率とし
て解釈すると最新の第５期生は81%であり、卒業率35%と報道されるサ国公立技術短大に比して遥かに高
いと推測される（但し、公式の統計数値は存在しない）。 
・「卒業生の国内自動車産業技術者に占める割合」としては、2009年2月現在、卒業生累計943名のうち、
657名がJADIK加盟各社に勤務しており、定着率は70%である。但し、拘束期間３年を経た後に離職する
卒業生が多い。 
・インストラクターの訓練・教育能力はほぼ一定レベルに達しているが、今後の技術レベルの向上のために
は引き続きJADIKとの連携が必要である。また、JADIKからの奨学金継続も今後の教育レベル維持に不可
欠である。 
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評価設問 ５項目 
 大項目 小項目 

必要なデータ 評価結果 

 
 

因果関係 プロジェクト目標は成果の達成
によって引き起こされる効果と
なっているか 
（成果が達成されればプロジェ
クト目標が達成される筈という
論理に無理はないか） 

プロジェクトの計画・実
績 
関係者・関連機関の認識
専門家・C/Pの認識 

・フェーズ１の終了時評価調査結果で指摘された事項がフェーズ２の成果になっていること以外、PDM策
定に関する情報が限定的であるが、次の点にPDMとしての課題が見られる。１）プロジェクト目標の指標
の一部に論理的混乱が見られる、２）プロジェクト目標自体がプロジェクトの自立発展性を示しているため、
有効性と自立発展性の議論が重複する。 
・このため評価チームは次のように整理することとした。１）プロジェクト目標の指標として、指標１（JADIK
や学生等、受益者の満足度）と指標３（一定の水準を満たす卒業生の割合）を重視し、指標２（SJAHIにお
ける教育レベルの改善方針・計画が明らかになる）は自立発展性で、指標４（SJAHI卒業生の国内自動車産
業技術者に占める割合）は上位目標の指標の一部と考えられるため、インパクトとして捉える。 

有効性 
（続き） 

サ側民間サイドとの効果的な連
携に基づく、自律的な学校運営体
制は構築されたか？（成果１） 

SJAHI内部規定の整備状
況、SJAHI運営マニュア
ル、課題解決チャート作
成状況、SJAHIとサ側民
間サイドの連携実績 

・学生の募集・登録ガイドライン、学生の出席に関する規定その他の内部規則が見直され、改訂された。イ
ンストラクターの定着率向上の目的で、給与・インセンティブに関する規定も整備されている。 
・各種マニュアルやチャート類が整備され、不足しているものは特に無い。 
・内部データベースシステムSAS (SJAHI Automation System)が開発され、稼動開始した。このシステムは
カリキュラム、日程、教材、学生の出欠、成績、職員の勤務状況、寮の運営管理等の情報へのアクセスを向
上し、記録・報告作成の時間と労力の低減を目的とするが、稼動開始から間もないため、効果と入力を担う
若手インストラクターの負担については、引き続き見守る必要がある。 
・JADIKに就職後の卒業生に対するフォローアップの必要性が認識されたことから、SJAHIはJADIKと連
携してJCP（Joint Coaching Program）を2008年から立ち上げた。これは卒業後６ヶ月にわたって卒業生
をSJAHIとJADIKが連携して指導するもので、プログラム立ち上げにあたりJADIKの主要メンバーである
ALJ社の協力によりパイロットプログラムが４ヶ月にわたり実施された。SJAHIは常にJADIKのコメント
を真摯に受け止めて対応し、JCPタスクフォースを設置して頻繁に会合を持ち、全JADIIKメンバーでスム
ーズに実施するためのJCPオペレーション・ガイドラインを作成した。また、２年次にはJADIKとの連携
により、８週間のOJTが毎年実施され、就職直後から卒業生がスムーズに業務に入れる仕組である。 
・SJAHIは国内外の日本の自動車産業界とも良好な関係を有し、教材や実習用車両の供与を受けることがで
き、これらも良質な教育に結びついた。 

 

目標達成に貢
献した要因 
（成果の達成
度、他） 

学生の試験、フィードバック、及
び評価の制度の確立により、学生
の質的管理は可能となっている
か？（成果２） 

実技試験問題の作成状況 
試験評価制度の改善状況
評価結果に基づきフィー
ドバックを行った事例数
専門家・C/Pの認識 

・実技試験問題数はプロジェクト開始前とほぼ同数であるが、プロジェクトチームは実技試験問題数の増加
には意味がないと認識している。また、プロジェクト開始時にチームに対しPDMに関する説明がなく、内
容理解・共有がなされていなかったためにプロジェクトの運営管理に活用されていなかった。 
・他方、筆記問題の数の増加は有用で、プロジェクトでは年次・単元別に目標を設定しており、84.5%が完
了済である（１年次分は99.5%、2年次分は72.5%）。 
・試験結果に基づくフィードバックの数に関する情報は得られなかった(PDM共有されず)。 
・試験手続、成績評価における筆記試験と実技試験のバランス、成績評価における分布割合その他が随時見
直され、改訂されてきている。 
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評価設問 ５項目 
 大項目 小項目 

必要なデータ 評価結果 

 目標達成に貢
献した要因 
（続き） 

試験結果の評価に基づく教育内
容の改善が、継続的に実施可能と
なっているか？ 
（成果３） 

技術教育内容の改定状
況、卒業生への継続的な
フォローアップ体制の確
立状況、学生のニーズ調
査実施状況等 

・１年次分についてはカリキュラムとテキスト改訂が完了済であるが、２年次分はカリキュラムが75%、
テキスト改訂は開始されていない。レッスンプランについては１年次、２年次ともに未着手の状況にある。 
・卒業生へのフォローアップ調査は、2007年及び2009年の２回実施されている。 
・学生のニーズ調査は行われておらず、計画の一部としてプロジェクトチームに認識されていなかった。 
・成果３の遅れの原因は、１）担当インストラクター２名の離職、２）内部組織改革等による。 

有効性 
（続き） 

 プロジェクトの成果以外にプロ
ジェクト目標達成に貢献した要
因はあるか（政策面、社会面、経
済面、ニーズの変化等） 

TVTC・関連機関の認識 
専門家・C/Pの認識 

・プロジェクトが進むにつれてJADIKメンバーのプロジェクトの効果と連携の重要性に関するJADIKの認
識が深まり、JCPの開発等に結びついた。また、企業によっては、SJAHI卒業生の担当社員を配置する動
きもでてきた。 
・TV、ラジオ等にSJAHIが取り上げられ、若者や家族に知名度が上がったことも、入学志願者数の増加に
プラスの影響を与えた。 

 目標達成を阻
害した要因 
(外部条件、他)

その他の要因の影響はあるか 
（外部条件の設定は適切であっ
たか） 

TVTC・関連機関の認識 
専門家・C/Pの認識 

・プロジェクト実施中にJADIKの強い要望によって、１学年の人数を200名から250名に増加させた。こ
のことでクラスあたり学生数が40名から50名に増えている。現時点ではテストの結果等に負の影響は現れ
ていないが、インストラクターの中には懸念の声もあり、引き続き影響を見守る必要がある。 

成果の達成状
況は適切か 

（有効性の評価設問の通り） （有効性の評価設問の通
り） 

（有効性の評価設問の通り）  
効率性 

成果達成に対す
る日本側投入の
適切さ 

専門家（長期及び短期）の派遣人
数、専門分野、派遣時期は適切か

派遣実績データ、専門家
の実績、専門家・C/Pの
認識 

・３名の長期専門家が次の通り投入された。１）学校運営／チーフ・アドバイザー、２）試験・評価制度、
３）業務調整。成果の達成にてらし、その派遣次期、数、専門分野は適切であったと考えられる。 

 成果達成状況
に対する 
サウジアラビ
ア側投入の適
切さ 

インストラクターの人数、配置状
況、能力は適切か 

C/P配置状況 
C/Pの実績 
専門家・C/Pの認識 

・現状においてインストラクターの配置はほぼ適切であったと言える。全インストラクター38名に対し、
サウジ人インストラクターは現在12名で、32%を占める。外国人インストラクタ―の国籍はインド、フィ
リピン等である。12名のサウジ人インストラクター中、6名がインストラクターII（技術短大卒２名を含む）
であり、2名がジュニア・インストラクター（SJAHI第３期生）、4名がアプレンティス・インストラクター
（SJAHI第５期生）を務める。SJAHIで教鞭をとるにあたり求められる基礎的な知識・技術については、イ
ンストラクターの殆どが既に修得済であると見られる。 

  校長、スタッフ、プロジェクト関
係者の配置は適切か 

SJAHI管理者・スタッフ
の配置状況 
専門家・C/Pの認識 

・SJAHIの幹部及び事務スタッフ等の運営管理人材は、現在総員30名となっている。Administration Manager
が離職した後、同ポストが空席となっていることもあり、マネジメント人材不足を指摘する声も聞かれた。
SJAHIの効果的マネジメントのためには、有能なサウジ人マネージャーの配置が重要と考えられる。 

  建物・施設、機材の規模（量）と
質は適切か 

建物・施設の現状 
機材・資材の現状 
専門家・C/Pの認識 

・建物及び施設について問題は見られない。 
・実習用車両等については更新が必要とされていたが、2009年3月に経産省より贈与される。 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 評価結果 

  プロジェクト経費の規模、タイミ
ングは適切であったか（基,JADIK
からの資金の安定供給含む） 

プロジェクト経費の現状(人
件費、運営費）、HRDF, JADIK
からの学校運営費・奨学金供
与等 

・経費の額と支給のタイミングについては、特に大きな問題は見られないことから、適切と判断される。 

効率性 
（続き） 

活動は計画通り実施されたか プロジェクト活動の進捗
専門家・C/Pの認識 

・成果３（教材改訂等）を除き、活動はほぼ実施された。成果３に対する活動は、担当インストラクターの
離職、内部組織改革の影響、日本研修に参加したインストラクターの代替要員の負担増により遅れを見せて
いる。 

 

実施プロセス
と成果への貢
献・阻害 

TVTC, SJAHIインストラクター、
運営管理者スタッフのプロジェ
クトに対する認識はどの程度あ
るか。それは成果達成にどう影響
したか 

TVTCの認識 
専門家・C/Pの認識 
 

・SJAHI幹部のオーナーシップは高い。他方、インストラクターのオーナーシップ、ロイヤリティーについ
ては、インストラクターの中でも大きな開きがある。 
・バックグラウンドの相違のためか、SJAHIの教育に関する価値観、優先順位、質と量のバランス等につい
ては、インストラクター間でも、インストラクターと幹部の間でも共有されていない。 

プロジェクトマネジメント体制は成果
達成にどのように影響したか（JCC, マ
ネジメント会合、モニタリングの仕組、
意志決定過程、プロジェクト内コミュニ
ケーション、JICA本部・在外事務所の
対応等） 

プロジェクトの運営管理
実施状況（各種会合、モ
ニタリング、活動記録等）
専門家・C/Pの認識 

・JADIKワーキング･グループの設置と月２回の会合により、SJAHIの教育内容改善のために改善すべき課題
が明確化された。この仕組が成果１の達成に大きく貢献し、その結果教育の質の向上にも結びついたと考え
られる。同時にワーキング・グループの活動は、JADIKのSJAHIへの理解と、JADIKの役割に関する認識を
高めた。 

実施プロセス
と成果への貢
献・阻害 
（続き） 

国内支援委員会、国内支援機関の
支援は成果達成にどのように影
響したか 
 

国内支援委員会開催状況
とプロジェクト活動状況
専門家、C/Pの認識 

・自工会メンバー各社が情報、教材、実習用車両の提供、短期の訓練生受け入れ等、様々な協力を行ったこ
とが、SJAHIインストラクターの能力向上に大きく結びついた。インストラクターの能力向上に、これらの
協力は不可欠であったといえる。 

SJAHIのインストラクター、マネ
ージャーの異動、辞任が成果達成
に影響した度合いはどの程度で
あったか 

過去の状況、プロジェク
ト関係者・関連機関の認
識、専門家・C/Pの認識

・2006年9月以降、２名のインストラクターが離職したが、内部機構改革及び日本研修参加インストラクタ
ーの不在時の代替要員の負担増と相まって、成果３の達成の遅れにつながった。 

入学生数の確保・変動は成果達成
にどう影響したか 

入学者数変動のプロジェ
クトへの影響の分析、プ
ロジェクト関係者・関連
機関の認識、他 

・現時点で試験･成績への影響は特に見られていない。 
・他方、悪影響を懸念するインストラクターもおり、今後も影響については引き続き見守る必要がある。 

 

効率性に貢
献・阻害したそ
の他の要因（外
部条件他） 

その他成果達成に影響を与えた
要因があるか 

プロジェクト実施中の成
果達成に影響した要因 
プロジェクト関係者・関
連機関の認識 
専門家・C/Pの認識 

・上記以外の貢献／阻害要因は特段見られなかった。 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 評価結果 

インパク
ト 

上位目標達成
の見込み 
（サウダイゼ
ーション） 

自動車整備産業におけるサウジ
アラビア人テクニシャンの人数
及び割合はどの程度か。また、終
了後３～７年後にどの程度伸び
る見込か 

現地自動車整備産業にお
けるサウジアラビア人テ
クニシャンの人数・割合
と今後の予測、TVTCの
認識、専門家・C/Pの認
識 

・上位目標の指標に目標値は設定されていないが、2009年2月時点で、卒業生累計943名中657名がJADIK
加盟各社で勤務している。定着率は70%である。 
・他方、３年の拘束期間終了後に離職する卒業生が多い。卒後３年以上の卒業生の定着率は46%と低い。但しバ
ッチ別に見ると、2009年2月時点で卒後３年を経過している第２期生の定着率は59%であり、前回（2007年末）
調査時の第１期生に比して若干向上している。 

  サウジアラビア人自動車整備士
（テクニシャン）に対する需要は
あるか（現在及び上位目標発現期
待時＝フェーズ２終了から３～
７年後） 

現地自動車整備産業にお
けるサウジアラビア人テ
クニシャンの需要と今後
の見込、TVTCの認識他

・JADIK８社中６社がアンケート調査に回答し、この６社中５社が数年後に向けての需用は増加すると見込ん
でいる。 

 社会・経済面
の波及効果 

プロジェクトは類似の自動車整
備士養成所設立に影響を与えた
か。また、そのことはプロジェク
トにどう影響しているか 

類似自動車整備士養成所
の設立状況とSJAHIへの
影響 
専門家・C/Pの認識 

・最新の設備、教材、経験豊かなインストラクターによる英語での教育等によりSJAHIが成功したことを受け、
自動車産業界で類似の教育訓練所が設立された。ゼネラル・モータース社はTVTCと連携し既に３つの訓練所
を設立している。メルセデス・ベンツ社はほぼ建設を終え、現在開校準備中である。また、現代自動車も同様
の訓練所設立を検討中といわれる。 
・現時点では入学者の確保について特に問題は生じていないが、今後は質の高い入学者確保の競争が激化する
可能性がある。また、SJAHIの元インストラクターで現在GM社に勤める者もいる。 
・SJAHIの成功によりサウジ政府は、官民連携による技術教育がサウダイゼーションの手段として極めて有効
であると強く認識した。このため政府は自動車産業界のみならず、石油化学、家電製品等、他の分野において
も官民連携の人づくり導入を実施中又は検討中である。 

 その他の波及
効果・負の効
果 

当初予想しなかった正負の影響
はあるか 
（政策面、法・制度、社会・文化
面、環境面、技術面、経済財政面、
組織運営管理面） 

予想外のインパクト 
プロジェクト関係者の認
識 
専門家・C/Pの認識 

・プロジェクトの実施中、業務への高い集中力と良好な勤務態度を有する卒業生が増えるにつれて、JADIKの
認識にもプラスの変化が生まれた。 
・プロジェクトが「サウジにおける人材育成の成功モデル」として認識され、様々な人々が人材育成へのヒン
トを求めてプロジェクトを訪問・視察した。 
・負のインパクトは見られなかった。 

自立発展
性 

政策・制度面 サウジアラビア政府のサウダイ
ゼーション推進の方向性及び
SJAHIへの政策支援は、今後も継
続するか 

サウジアラビア国家政策
（サウダイゼーション）
TVTCの認識 

・サ国第８次国家開発計画(2005-2009)後も、サウダイゼーションはサ国の最重要政策の一つとして維持される
見通しである。急激な人口増加による若年層の失業問題は依然深刻で、政府の対策にも関わらず改善には至っ
ていない。 
・ 公立学校の技術教育はドロップ・アウト率が高い一方、SJAHIが成功モデルとして認識されメディアでも

報じられていることを考慮すると、政府が引き続きSJAHIを支援する可能性は高い。 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 評価結果 

 
自立発展
性 
（続き） 

フェーズ２終了後もSJAHIに活
動を適切に継続するための人員
を確保できるか（運営管理人材、
インストラクター、スタッフの配
置育成計画、定着の見込） 

管理者・スタッフ配置計
画・定着状況 
人員育成計画 
専門家・C/Pの認識 

・インストラクターについて、SJAHI は今後も優秀な卒業生を定期的に採用し、インストラクターのサウダイ
ゼーションを進める予定である。 
・SJAHI 運営管理人材については、一部ポストに空席が続いていることもあり、幹部の一部に負荷が集中して
いるとの声もある。この問題は中長期的なマネジメントの阻害要因となる可能性がある。 

 フェーズ２終了後もSJAHIは活
動継続に必要な予算を得られる
か（学校運営費、授業料、奨学金）

SJAHI予算・決算データ
HRDF(人材育成基金)に
関するTVTCの認識 
現地自動車産業界の認識
専門家・C/Pの認識 

・政府のサウダイゼーション政策は変わらない見通しであり、HRDFは引き続き得られると見られる。 
・JADIKによる奨学金はSJAHIの存続にとって今後も不可欠である。アンケート調査の結果から、JADIK加盟
各社の殆どが今後もSJAHIとの連携を望んでおり、プロジェクト終了後も同奨学金を継続的に得られる可能性
は高い。 
・SJAHIの性格上、実習用車両の大規模な更新が一定の年数ごとに必要となるが、これに係る減価償却につい
て中長期的財務計画はない。 

 フェーズ２終了後もSJAHIにプ
ロジェクトを継続する学校運営
管理体制・能力は備わっているか

SJAHI事業計画（人事・
人材開発計画を含む） 
TVTC・現地関連機関の認
識 
専門家・C/Pの認識 

・年間200～250名の日本車を扱う新人整備士を輩出するための日常的な学校運営体制は既に確立された。 
・インストラクターの育成体制についても、関係機関の協力により既に確立されたと言えよう。 
・インストラクター育成、実習用車両の大規模な更新への対応等、中長期的視野に基づくマネジメント計画は
策定されていない。SJAHI幹部の一部に過大な業務量の負担がかかっており、これが中長期的マネジメント計
画策定に対し阻害要因になっているとの声も聞かれた。 

 

組織・財政面 

終了後もSJAHIは国内自動車産
業界との連携を維持できるか、ま
た、卒業生は国内自動車産業界の
就職先に留まるか 

JADIKの認識 
卒業生の認識 
専門家・C/Pの認識 

・SJAHIがJADIKとの連携を今後も維持できる見込は大きい。アンケート調査の結果から、JADIK加盟各社の
殆どが今後もSJAHIとの連携を望んでいる。 
・卒業生の定着率は70%となっているが、３年の拘束期間を過ぎてからの定着率は46%と低い。但し、第２期
生のみの卒後３年以降の定着率は59%と、第１期生に比べれば若干向上している。 

 技術面 SJAHI のインストラクターはフ
ェーズ２終了後も国内自動車産
業界のニーズにあった質の高い
整備士を育成・輩出し続けるに足
る技術力・指導力を修得している
か？（学生への指導、カリキュラ
ム・テキスト・レッスンプランの
継続的改善等） 

インストラクターの実
績、 
SJAHI の教育レベル改善
方針・事業計画（人事・
人材開発計画を含む）、 
専門家・C/Pの認識 

・インストラクターへの基本的な技術移転はほぼ完了済である。新技術とJADIKの期待に対し、いかにバラン
スをとりつつ、カリキュラムや教材の改訂を行っていけるかは今後の課題となる。 
・インストラクターがプロジェクト終了後も技術レベルをニーズに合わせ向上させていくためには、日本の自
動車産業界の協力が引き続き必要である。日本の自動車産業界及びJADIKがともに協議し、SJAHIの自立に向
けて検討を行うことが望まれる。 



 

SJAHI: サウジアラビア・日本自動車技術高等研修所（Saudi Japanese Automobile High Institute）、専門家：日本人専門家、C/P：カウンターパート（Counterpart Personnel） 
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評価設問 
５項目 

大項目 小項目 
必要なデータ 評価結果 

自立発展
性 
（続き） 

サウジアラビア人インストラク
ターを今後増やせるか 

C/P・スタッフの配置・昇
進、定着状況 
専門家、C/Pの認識 

・現在は全インストラクター38名に対し、サウジ人インストラクターは現在12名おり、32%を占める。
毎年、優秀な卒業生をインストラクターとして採用していく予定であり、今後も増員が見込まれる。 

 

技術面 
（続き） 

資機材の維持管理・更新は今後
も適切に行われていくか 

資機材の維持管理・更新状
況 
スペアパーツ補充計画 
専門家・C/Pの認識 

・日常レベルでの資機材管理については特段の問題はない。 
・実習用車両の大規模な更新準備については、十分独力で対処可能とは言えないとの見方もある。 

 社会・経済面 類似の自動車整備士養成所設立
や各種学校設立により、今後、
質の高い入学者の確保が妨げら
れないか 

類似の自動車整備士養成
所設立状況 
TVTCの認識 
専門家・C/Pの認識 

・類似訓練機関設立が相次ぐなか、今後は質の高い入学制の確保につき競争が激化する可能性がある。
現時点で決め手となる対策は打ち出されていない。 

 その他 上記以外に、終了後もSJAHIが
国内自動車産業界の要求に応じ
るため、教育レベルを継続的に
改善できるようになるための貢
献・阻害要因はあるか 

自立発展性に影響する貢
献・阻害要因 
TVTCの認識 
専門家・C/P、プロジェク
ト関係者の認識 

・自立発展性に関する上記以外の貢献・阻害要因は特段見られなかった。 
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全　数 回答数 割　合

A-1　JADIK（加盟各社） 8 6 75%

A-2　卒業生 942 154 16%

A-3　在校生(１年生) 256 233 91%

（１）SJAHIの教育に対する満足度

　　1）国内自動車産業界（JADIK各社）の満足度

a) SJAHIでのサウジ人整備士育成は、自社で育成する場合に比して効果的・効率的であると思いますか？

b) SJAHIでの教育レベルは、自社の要求水準を満たしていると思いますか？

  

Ａ．質問票調査

質問票調査・面接調査結果

　本調査で行われた質問票調査・面接調査の概要は以下の通りであった。

1) a)回答者数と割合

ほぼそう思う
3

50%

非常にそう思う
3

50%

あまり思わない
0
0%

全く思わない
0
0%

不明、他
0
0%

1) b)　回答数と割合

非常にそう思う
2

33%

ほぼそう思う
2

33%

あまり思わない
1

17%

全く思わない
0
0%

不明、他
1

17%

1

Administrator
４．質問票調査・面接調査結果



c) SJAHI卒業生の技術レベルをどう見ていますか？

d) SJAHI卒業生の職業倫理（出勤、時間厳守、その他の勤務態度）の意識についてどう見ていますか？

　　2）卒業生の満足度

a) SJAHIの教育（過去２年間）に満足していますか？

1) c)　回答数と割合

あまり満足でない
2

40%

満足
2

40%

非常に高い
1

20%

不満足
0
0%

不明、他
0
0%

1) d)　回答数と割合

あまり満足でない
4

67%

満足
2

33%

非常に高い
0
0%

不満足
0
0%

不明、他
0
0%

2) a) 回答者数と割合

ほぼ満足
57
39%

不明、他
2
1%

あまり満足でない
19
13%

全く満足でない
8
5%

大変満足
60
42%

2



b) SJAHIで得た知識・技術は、現在の仕事に役立っていますか？

c) SJAHIの教育についてどう思いますか？
 c-1) インストラクター

 c-2) カリキュラム

2) b) 回答数と割合

不明、他
1
1%

全く満足でない
10
7%

あまり満足でない
20
14%

ほぼ満足
69
48%

大変満足
43
30%

2) c) c-1) 回答数と割合
不明、他

1
1%

全く満足でない
4
3%

あまり満足でない
23
16%

素晴らしい
68
45%

ほぼ満足
51
35%

2) c) c-2)回答数と割合

素晴らしい
53
40%

ほぼ満足
54
41%

不明、他
3
2%全く満足でない

4
3%

あまり満足でない
19
14%
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 c-3) 教材

 c-4) クラスの規模（各クラスごとの学生数の適否）

 c-5) 施設・機材

2) c) c-3) 回答数と割合

ほぼ満足
50
34%

素晴らしい
84
56%

全く満足でない
1
1%

あまり満足でない
14
9%

不明、他
0
0%

2) c) c-4) 回答数と割合

素晴らしい
84
56%

ほぼ満足
40
26%

全く満足でない
5
3%あまり満足でない

23
15%

不明、他
0
0%

2) c) c-5) 回答数と割合

ほぼ満足
45
31%

素晴らしい
81
56%

不明、他
1
1%

全く満足でない
3
2%

あまり満足でない
14
10%
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 c-6) 雇用システム（卒業後の就職先確保）

　　3）在校生の満足度

a) SJAHIの教育に満足していますか？

b) SJAHIの教育についてどう思いますか？
 b-1) インストラクター

2) c) c-6) 回答数と割合

素晴らしい
56
38%

ほぼ満足
61
41%

あまり満足でない
23
16%

全く満足でない
6
4%

不明、他
2
1%

3) a) 回答数と割合

大変満足
132
60%

ほぼ満足
86
39%

全く満足でない
1
0%

不明、他
2
1%

あまり満足でない
1
0%

3) b) b-1) 回答数と割合

素晴らしい
141
61%

ほぼ満足
66
29%

不明、他
0
0%

全く満足でない
5
2%

あまり満足でない
18
8%
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 b-2) カリキュラム

 b-3) 教材

3) b) b-2) カリキュラム

素晴らしい
131
57%

ほぼ満足
89
39%

不明、他
1
0%全く満足でない

3
1%

あまり満足でない
7
3%

3) b) b-3) 回答数と割合

素晴らしい
138
61%

不明、他
1
0%

ほぼ満足
76
33%

全く満足でない
2
1%

あまり満足でない
11
5%
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 b-4) クラスの規模（各クラスごとの学生数の適否）

 b-5) 施設・機材

 b-6) 雇用システム（卒業後の就職先確保）

3) b) b-4) 回答数と割合

ほぼ満足
62
27%

素晴らしい
131
57%

不明、他
3
1%

全く満足でない
13
6%

あまり満足でない
20
9%

b) b-5) 回答数と割合

素晴らしい
160
69%

不明、他
1
0%

ほぼ満足
53
23%

全く満足でない
5
2%あまり満足でない

13
6%

3) b) b-6) 回答数と割合

素晴らしい
205
90%

不明、他
0
0%

全く満足でない
2
1%

あまり満足でない
3
1%

ほぼ満足
18
8%
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（２）今後の見通し

　　1）JADIKの今後の協力可能性
a) 今後のサウジ人整備士のニーズにつきどう思いますか？（特に５年後頃を念頭に）

b) 今後もSJAHとの協力体制を継続しますか？

　　２）卒業生の定着見込　
　　a)今後も今の仕事を続けますか？

1) a) 回答数と割合

さらに多くなる
5

83%

ニーズなし
0
0%

不明、他
0
0%現状とほぼ同じ

1
17%

やや多くなる
0
0%

1) b) 回答数と割合

非常にそう思う
4

80%

全く思わない
0
0%あまり思わない

0
0%

不明、他
0
0%

ほぼそう思う
1

20%

2) a) 回答数と割合

あまり思わない
29
21% ほぼそう思う

49
34%

非常にそう思う
35
25%

不明、他
7
5%全く思わない

21
15%
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　　b)今後、今の仕事を辞めるつもりの場合、どのような仕事に就きたいですか？

2) b) 回答数と割合

自営整備工場設立
18
15%

JADIK以外の自動
車会社

20
17%

他のJADIK加盟社
7
6%不明、他

10
8%

他の職業（整備士以外）
12
10%

上の学校に進学
53
44%
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（１）SJAHI幹部

（２）SJAHIインストラクター

（３）JADIK

　本評価調査における面接調査（インタビュー調査）は、質問票調査の内容確認及び質問票調査で得
られた傾向の理由や関連事項について、定性的な参考情報を得るために行われた。対象者の人数が
限られることから、人数により全体の傾向を推し量るためには使用していない。

・今後もSJAHIは自動車技術の革新に合わせて絶えずカリキュラムを改善し、サウジ人インストラク
ターの増加を図るため、毎年定期的にSJAHI卒業生を新規雇用していく予定である.。

・英語で教育を行うのはSJAHIの大きな特長の一つである。日本車の整備にあたって、全てのマニュア
ルは英語で記載されているため、英語ができることは不可欠である。

・JADIKはSJAHIを自社の訓練所と思っているので、フェーズ２終了後もJADIKはSJAHIに協力を続ける
と思う。

・日本人専門家はプロジェクト終了後もSJAHIに必要である。日本人が常駐していることでSJAHIの技
術への信頼性が高まり、良い学生の確保にもつながる。

・SJAHIの予算の減価償却費は、建物・資機材に関するものである。実習用車両の大量更新に係る原
価償却は含まれていない。

・育成すべき整備士のレベル等について、明確に定められていない。また、幹部とインストラクターの間
で共有されていない。また、質と量のどちらをより優先させるべきかについても考え方が一致していな
い。

・従来は試験に落ちた学生に対して度重なる追試と補講にインストラクターが追われていた。現在も補
講にかなりの時間を費やさねばならないが、追試については規定が見直され、追試のステップが半減
されたと共に、テスト以外の内容（宿題、出席、その他）とのバランスで成績をつけるよう改善された。

・SAS導入で、必要情報を得るためのスピードは向上したと思う。

・今後もSJAHIのインストラクターとして長く働き続けたい（サウジ人インストラクター）。

・SJAHIでの教育は効果的。今後もSJAHIとの連携を続けたい

・我々はサウジの若者のためにこのプロジェクトに関わってきた。SJAHIはサウジの若者を助けるため
の手段に過ぎない。

・卒業生は他の外国人整備士に比べると勤務態度・職業倫理面で大きく劣る。朝出勤してタイムカード
を押した後、家に帰ってしまった卒業生もいた。また、無断欠勤や遅刻が悪いことだという認識自体が
ない卒業生もいる。

・SAS (SJAHI Automation System)の学生の成績その他のデータ入力は若手インストラクターが入力
する。入力時にデータが消えてしまうことがあり（原因は不明）、スピードも遅いので入力に時間がかか
る。データ入力には1ヶ月約40時間程度かかっている。

Ｂ．面接調査

・SASの導入で、インストラクターの手間は減らない。バックアップのために紙による成績・出欠管理も
引き続き行わなければならないため、データ入力の手間が増えるだけで効率は上がらない。

・クラスあたりの人数が40名から50名に増えたが、これは望ましくない。教える側からは目が行き届か
なくなる、実習の時にただ見ている学生が増える、同じクラスで実習の順番待ちの時間が長くなる、等
の問題がある。本来、クラスあたりの人数は25名までとすべきだ。

・SJAHIが育成すべき学生の具体的なイメージが共有されていない。SJAHIのミッション、ビジョンが不
明確。

・SJAHIのビジョンが不明確。様々なレベルでの具体的な方針や目的が共有されておらず、マネジメン
トが弱い。

・英語の集中講義が不足している。もっと期間を長くすべきである。

・SJAHIの将来のためには、質の高い入学者を確保することが重要だと思う。入学試験を厳しくする等
の方法が良いのではないか。
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（４）卒業生

（５）在校生

・英語での授業は学生によっては大変だが、問題がある場合はサウジ人インストラクターがサウジ語
で補足説明をしてくれるため、授業を理解することができる。

・外国人インストラクターの中には訛りのある人もいて、わかりにくいと思う時もある。

・英語（語学）のインストラクターも、より学生が興味をもつように授業を工夫してもらえると良いと思う。

・SJAHIは英語で教育が行われたので、就職後に役立った。英語で苦労している友人もいたが、自分
個人としては能力が上がったので良かったと思っている。

・SJAHIに入る前は英語に関する知識が全く無かったので授業で苦労した。全てを英語で教えるので
はなく、アラビア語で教える部分もあればもっと助かったと思う。

・SJAHIで学ぶことに満足している。特に講師が素晴らしい。自分達を本当の兄のように見守り、導い
てくれる。

・現在の会社(JADIK加盟）でサービス・マネージャーに抜擢され、仕事に満足している。今後も勤務を
続けたい。

・現在の仕事には満足しているが、いずれは独立して自分でワークショップを開き、色々な車の整備を
してみたい（複数）。

・個人的には、英語で勉強することに問題はない。学生個人の問題だと思う。

・SJAHIに入学を希望した理由は、新聞やラジオで取り上げられたことを目にしたことがきっかけ。もと
もと車が好きだったので、SJAHIを知って興味を持った。

・クルマが大好きだったので入学を希望した。クルマが好きな若者は沢山いるが、SJAHIの存在をまだ
知らない者も多い。知っていればもっと多くの希望者が来るだろう。

・SJAHIのことを親戚が知って教えてくれたことから関心を持ち、入学を希望した。

・もし就職時に遠くの整備工場に配属されても、頑張って働きたい。

・SJAHI卒業生は新人整備士として必要な技術レベルを満たしている。優秀な者にはサービス・マネー
ジャーに昇進させたり、内部訓練所の講師に抜擢している。

・最近はSJAHI卒業生担当者を配置し、色々な相談にのったり、問題があれば対応する係を設けてい
る。このような対応をすることで、より長くSJAHI卒業生が勤務を続けられると思う。

・いずれ政府関係に転職したいと思っている。理由は、民間企業は勤務時間が長く、休日が少なく、長
期休暇の日数も政府機関より短いため。誰にもより条件の良い仕事を求める権利がある。

・自分は昇進したので勤務を続けるつもりでいるが、昇進できない者は続けるのは厳しいだろう。サウ
ジでは結婚するにも経済力が重要であり、昇進しなければ結婚も難しい。

・ワーキング・グループは最低月に２回開催され、必要に応じてプラスアルファで開催された。ここで
様々な事柄が図られ、とても有意義だったと思う。

・３年以内の離職者は比較的少ない。拘束期間満了前に離職すると違約金を支払わなければならな
い。本人が違約金を払える経済力があれば、お金を払うからやめさせてほしいと言ってくるが、それは
少数派。数は少ないが、転職先企業が違約金を負担した例もある。

・卒業生が離職する場合の主な理由として、より給与が高く、勤務時間が少なく、休暇期間の長い職場
を希望する者が多い。但しこの考え方はサウジ人共通かもしれない。

・卒業生の勤務態度には問題があるが、SJAHI以外のサウジ人整備士と比べて、特に職業倫理に劣
る訳ではない。

・卒後３年を経過した卒業生は、急に落着きがなくなり、その後辞めていく。本来はその後新たな技術
を積み上げて行って初めてより高いレベルの技術が身についていくが、その時期を待たずに辞めてい
くのは残念である。

・SJAHIの卒業生には勤務態度や高度の技術力を身につけようとする意欲が感じられない。ちょっと難
しいことにはチャレンジしようとしないため、技術が伸びない。日サの官民が連携して良い環境が作ら
れているが、逆に環境が良すぎて自ら求めて向上しようとする姿勢がなくなっているのではないか。

・今後もSJAHIとの連携は当然続けていきたい。SJAHIへの不満は、これ以上学生数を増やせないこと
である。より多くの学生を得られるのなら、現在の２倍の整備士でも是非受け入れたい。早く新たな分
校を作ってほしい。

・将来は日本に行って勉強したい。
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